
9.献 血するきつかけ 【経験者編】

(1)初 めての献血のきつかけ 「1位 <最 も大きな要因>」 (Q22)

【初めての献血のきつかけの1位は「自分の血液を役立てたい」が3割弱 】

・
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が北海却a6り、中国。四国

》過去2回調査と比べると、全体での「自分の血液が役に立ってほしいから」が低下している。職業
別。性別・地域別でみても、各層で同様に低下している。

>警
庁lttif記 嵩亀纂裏黄寺lF「

家族や友人な由こ勧められた力均 が上昇、公務員と自営業

ン Ψ
眠 北海道と中町 叩 び 大学キャンパス蹴 血パス世 張献血が来たか詢が上昇し

(1)初 めての献血のきつかけ 「1位 <最 も大きな要因>」 (Q22)
022.初 めての献血のきつかけになつたのは、次のうちどれですか。

きつかけの大きい順に3つまでお選びください。(それぞれひとつずつ)

9。献血するきつかけ 【経験者編】
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【甚餞:対彙者全員】
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9。献血するきつかけ 【経験者編】

(2)初めての献血のきつかけ 「1位～3位累計」(Q22)

【初めての献血のきっかけ(累計)は「自分の血液を役立てたい」が6割弱】

(2)初めての献血のきつかけ 「1位～3位累計」(022)
022.初 めての献血のきつかけになつたのは、次のうちどれですか。

きつかけの大きいlHに3つまでお選びください。くそれぞれひとつずつ)
(%〉
1 0 0

【華戦:対象者全員】
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9。献血するきつかけ 【経験者編】

120

●初めての献血のきっかけとなったものを1～3位の累計でみると、「自分の車液が役に立つてほし
いから」が圧倒的に高く562%。次いで、「輸血用の血液が不足していると聞いたからJ(33.5%)、

腑魏籠lプ晰よ桑77`245り、「自分の血液あ模養藉新百券お健繭あだ`
・
言魏蠅歩梨躍顎几簾譜トメ世筆呈鰤禁
・
猟 寵博 躙 撃淵 珊 」儡

●地域別では、「高校に献血バス・出張献血が来たから」が東北(190%)で 他の地域と半べて高い。

>20年 度調査と比べると、全体では「輸血用の血液が不足していると聞いたから」、「お菓子や
ジユースがもらえるから」「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」といった

>里
鰈 隧 蠅 ポ 婁縣脳匙訃 『

>業
]ギ裂藤)銀撃:躍施篭駐撃戦)隋 聡正黙k辮

から」といった外的要因がきっかけになった割合が20年 度調査と比べて上昇した。

!7年、20年は '2全 品やグッズがもらえるか ら,の 口薔餃な し,

スヽ  出 張 麒 血が 来 た か らj

苦しく1=友人に“われたから,をnl餘.



9.献 血するきつかけ 【経験者編】

(3)現在献血するきつかけ 「1位<最 も大きな要因>」 (Q23)

【現在献血するきっかけの1位は「自分の血液を役立てたい」が4割強】

・
[[謄割 朧 曽l電艇澪編瀾辟饉ン
ら」(11.6%)、「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」(101%)が 続く。

●職業別では、大きな差はみられない。

・
肥乱え習な,紫痣I萌用沢fm液

が役に立っ砒闘幼“■0埼館《対して男
・

盤電型天讐謂
の血液が役に立っ“ い 抑 海嵐 卿 とXJL137Jりで他の地

(3)現在献血するきつかけ 「1位<最も大きな要因>」 (Q23)
023.現在献血するきつかけになつていぅのはt次のうちどれですか。

きつかけの大きぃ順に3つまでお選びください。(それぞれ0とつずつ)

9.献 血するきつかけ
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【基数:対彙者全員】
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》 過去2回調査と比べると、全体の傾向に大きな変化はみられない。
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9。献血するきつかけ……………………………           瞳ぎ 9。献血するきつかけ 【経験者編】

(4)現在献血するきつかけ 「1位～3位累計」(Q23)

【現在献血するきっかけ(累計)は「自分の血液を役立てたい」が7割弱】

(4)現在献血するきつかけ 「1位～3位 累計」(Q23)
023.現 在献血するきつかけになつているのは、次のうちどれですか。

きつかけの大きい順に3つまでお選びください。(それぞれひとつずつ)
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ースがもらえる力√

>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体では「輸血用
「将来自分や家族などが輸血を受けることがあるかもしれないから協力したJが上昇した。20年
度調査と23年度調査を比べると「お菓子やジュースがもらえるから」が低下している。
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10。 献血する動機付けについて         【 経験者編】

(1)家族の献血の有無 (Q24)

【家族が献血している姿を見た経験がある人は2割強】

● 家族力く献血している姿を見たことが「あるJという人は24.3%で 4人 中1人の割合。

●職業別では、専業主婦で見たことが「あるJ人は32.0%で 3割を超え、他の層と比べて高い。また
高校生でも「ある」の割合が28.9%に のばり、やや高い。

● 性別では、女性で見たことが「ある」人(29.0%)は男性(19.7%)に比べて9ポイント高い。

● 地域別による大きな差はみられない。

>20年 度調査と比べると、全体での大きな変化はみられない。

>職 業別では、高校生で20年度調査と比べて見たことが「ある」人の割合が上昇している。
>性 別では、大きな変化はみられない。

>地 域別では、北海道で20年度調査と比べて見たことが「ある」人の割合が上昇している。

10。献nする動機付けについて         【 経験者編】

(1)家族の献血の有無 (Q24)
024.ご 家族が献血している姜を見たことがありますか。

【薔数:対彙者全員】 お:まえていない



10。献血する動機付けについて         【 経験者編】

(2)友人の献血の有無 (Q25)

【献血経験のある友人がいる人は6割 】

》 20年 度調査と比べると、全体での大きな

>職 業別・性別では、20年 度調査と比べて大きな変化はみられない。

》地域別では、東北で「いる」の割合が20年度調査と比人て6ポイント低下している。

10。献血する動機付けについて         【 経験者編】

(2)友 人の献血の有無 (Q25)

025,あ なたのお友運に献血をしている人はいますか.

● 友人に献血をしている人がいるかをたずねたところ、6割(59.8%)が献典をしている友人が「い
る」と回答した。

・
詞S:拠 ン評翼 詈緊礼認彗埜諸雛雀撃曇緒:冨

● 性別・地域別で、大きな差はみられない。

【奉蠍■摯幸全員】



10。献血する動機付けについて 【経験者編】

(3)高校での集回献血がその後の献血への動機付けとなるか (Q26)

【高校での集団献血がその後の動機づけに有効という意見は8割強】

・
暑鱗鷹 『男電キ哩 祭[讐賃8著翡鰐 戦需喜』l亀肯早『1革:新嘗なれ 踪

こ
る。

● 職業別では、自営業での有効層が778%に とどまり、他の層と比べて低い。

● 性別では、女性の有効層(868%)が 男性(81.3%)と比べて高い。

● 地域別では、大きな差はみられない。

● 高
観轟異

集団献血がその後の献血への動機付けとなるかを、初めて献典した場所で分析した。

諏{ittI謄野蠅群1瞥予弥柵鱗螺裔脇

10.献 血する動機付けについて 【経験者編】

(3)高 校での集団献血がその後の献血への動機付けとなるか (Q26)
026.高 校での集回献血があれば、その経験がその後に献血する動機付けになると思いますか。

>¬ 7年度調査と20年 度調査を比べると、全体での有効層は19ポイント上昇し大幅に上昇した。2

籠 億]蔵lま

2 0年度調査の結果と大きく変わらない。性別・地域別でみても、各層で同様の傾

>聯
× 夢熙 信 愕 閣器 F

【基数:対象者全員

く間違質問の回答別>

【基数:対魚者全員】



11。献mに関する資料評価 【経験者編】

(1)献血の必要性への理解の深まり (Q27-1)

【資料を読んで献血の必要性への理解が深まった人は9割】

・
蹴艦晴鵬雪潔型罫ま群念『置:雅蹴 難流。耐
を合わせると、理解が深まった層は90.3%にのぼる。   ~‐

‐~…………′ザ‐―「:～0「"H

・
彎備蓄富型モ鑑 』馨督電流現晨L「嘉翼諷亀i曳矯 腑 菅

生で」‖X深まつ
● 性別 ・地域別での大きな差はみられない。

>17年 度調査と20年度調査を比べると:全体の「はい(深まつた)」と回答した人の害1合が17ポイン
ト上昇し大幅に上昇した。20年度調査と23年度調査では大きi

>職 業別では、過去2回調査と比べると、高校生で「どちらかというとはい(どもらかとぃぅと深まつ
た)」の意見が低下傾向で、かゎりに「はい(深まった)」が上昇傾向にある。より翠解の深まりがみ
られた。

》 その他職業別・性別・地域別では、各層で20年 度調章と大きな変化はみられない。

(1)献血の必要性への理解の深まり (027-1)
027.献 血に関する資料を饒まれた後で次の質問にお答え下さい。

1)麟 血の必要性への理解は今までと比べ深まりましたか。

11。献血に関する資料評価 【経験者編】

【苺敗:対象者拿員】



醍 験者刷

(2)献 血に協力する意識の高まり (Q27-2)

【献血に協力する意識が高まった人は9割弱】

》 過去2回調査と比べると、全体での意識が高まった層の割合に変1しはみられない。ただし17年
度調査と20年度調査を比べると「はい(高まった)」の割合が上昇しており、評価が高くなっている。
職業別・性別・地域別でみても、各層とも概ね同様の傾向である。

(2)献 血に協力する意識の高まり (Q27-2)
027.献血に関する資料をmまれだ後で次の質問にお答え下さい。

2)資 料を饒んで献血に協力する気持ちは日まりましたか。

J

●献血に関する資料の閲読後に、献血に協力する気持ちが高まったかをたずねたところ、「はい(高
まった)」(325%)と「どちらかというとはい(どちらかというと高まった)」(544%)を合わせた高まっ

・

TI』 蜃 聰 騨 錦 脚

灘 廊 R嵐 あ雉 珊

● 性別では、女性の高まった層の割合(39.8%)が男性の高まった層あ割合(84.3%)と比べて高い。
● 地域別では、大きな差はみられない。



11.献 血に関する資料評価 【経験者編】

(3)献血回数の増加意向喚起 (Q2.7-3)

【今後の献血意向が増加した人は8害J強】

・

影 凝 肋 膀
肺 愧 襲 :鮮

緋 :

・

琵養型讐F:高
校生で意向が喚起された層の割合が89.5%にのほり9割弱を占めて、他の層と

●性別では、女性で意向が喚起された書1合(8610%)が男性(793%)にILべて高い。
●地域別では、大きな差はみられない。

》過去2回調査と比べると、全体での意向が喚起された層の割合に変化はみられない。ただし17
年度調査と20年度調査を比べると「はい(増やそうと思う)」の割合が上昇しており、より意向が喚
起されている。                  ~ ~  …

‐~~‐~‐ ・「‐''■~

>職 業別では、20年度調査と比べて、意向が高まった層の割合が高校生で上昇し、専業主婦では
低下した。

>性 別・地域別では、20年 度調査と比べて概ね大きな変化はみられない。

(3)献血回数の増加意向喚起 (Q27-3)
027.献 血に関する資料を饉まれた後で次の質問にお答え下さい。

3)ア ンケートヘの田載及び資料を謗んで献血に行く回数を増やそうと思いましたか。

11。献血に関する資料評価 【経験者編】

【苺戦:対摯者拿員】



12。若年層の献血協力意向を高めるアイデア 【経験者編】

(1)若年層の献血協力意向を高めるアイデア (Q28)

【献血意向を高めるには「処遇品・記念品」、「人気タレント起用」、「身近な献血場所」等】

12。若年層の献血協力意向を高めるアイデア 【経験者編】

(1)若年層の献血協力意向を高めるアイデア (Q28)

028.若 い方の献血に協力する気持ちを富めるためには、どのようなことをすればよいと思いますか。
広報の方法やキャンペーン、イベント、献血場所などについて具体的なアイデアやイメージなどがあれば
自由に記入してください。

【対象者全員】

、記念品をょくする/特典をつける

、学校に献血パスがくる

多い場所で行う/駅 前、繁奉街で行う/行 きやすい場所で献血できる/何 かのついでや待ち時間できる

血の重要性、必要性をアピール

落「=葡手著馬輔 蕉7,′ 斯 赫 雨ヴラ葡葛l両面椰 丁力瓢房罰Fそ落ようにす落フ薬しい7-ジにする

rOPR

名人が実際に献血している様子を見せる/同 年代の人がやっている姿を見せる/経 験談等を広める

ついての詳しい説明、周知

ンターネットでの呼びかけ/インターネット広告ンsNSでの呼びかけ/メルマガ

血することによるメリットを伝える

血によってどれだけ人が救われるかを示せばいい/献 血が患者さんの役に立つている画像または感謝の声を流す

全性をアピール/恐 怖感、抵抗感の払しょく

者が集まる,所 に献血コーナーを設ける/若 者が集まる場所でキャンペーンをする

献血バス自体を増やす

ンバスなどへの出張を増やすィ大学でキャンペーンをする

内でのサービスをよくする

を少なくする/200m卜献血、成分献血でも受け付けてほしい

報酬をお金にする

る資料をわかりやすくしたほうがよい

146
147



付)調査票/呈 示資料



若年層献血意識調査

SCl現 在お住まいの地域は、以下のうちどちらになります力、
1.北海道 2.東 北 3.関 東甲情越  4。 東海北陸 5.近 畿
6.中国・四国 7.九 州。沖縄

SC2呪 在おいくつで力 、
1.15歳以下 → 対象外
2.16～17歳
3.18～19歳
4.20～24歳           _
5.25～29歳
6.30歳以上 → 対集外

SClル
舅F性

別
夕略贔ξ

ください。

SC4現 在のご職業を教えてください。

ま 専肇範

・
今協 種7学

校生
「

会社員 4公 務員 ユ 自諫

SC5あ なたは学業及び職藻で、医療関係に携わつています力、
1.はい 2.い いえ

SC6あ なたは、今までに「献血Jをされたことがあります力、
1あ る → 献血経験者用口査票ヘ
2な い → 献血未経験者用調査票ヘ

スクリーニング用



献血未経験者用

若年層献血意識調査

問1献 血について知っています力ゝ
1.よく知つている 2.あ る程度知っている 3.ま ったく知らない            _

問2献 血の種類(※)を知っています力、
1.知っている 2.知 らない
※
埋曇:師騒務)Ial準2隊総糀制冊11躙蹴雰艦ふぁります。

問3献 血がどこでできるか知っています力、(※)
1知 っている 2.あ る程度知っている 3知 らない
※ …献血は、①献血ルーム ②献血バス ③血液センター ④会社や団体での出張献血ですることができます。

問4献 血について関心がありますか。
1非 常に関心がある 2.関心がある 3特 に関心がない 4.全 く関心がない

問5殿
懸 寇製皇11認明為 ぜ豊晨「

料れた血液製剤dじく裁ざまな
1知 つている 2.知 らない

問6F鶏
:1ょ 曹

血
].卿 ]?有

効期間は短く、絶えず献血が必要なことを知っています力■

※ ¨血液製剤の有効期間は一番短い血小板製剤で採血後4日間、赤血球製剤iま21日間です。

問7島

亀翼捐尉1艶 1豊 鬱贅響3足 :月1ヽ
交通事故

な
どの大量出血時よりもがんなどの病気の治療に使わ妨 こ

1.知 つている 2.知 らない
※ ・約8割が病気(うちがんの治療3割)に使われ、交通事故などによる輸血は約1割程度。

印

畷
「
穿

既 筈篇 総 鵬 謝
殉 無献血… ψ めの気持材

問9F鶏
激と

て
,1群霊計オ

はがヽ近年大幅廟っています(Ю。知っていましたれ
※…

1提柵 駕盤〔理店議島賃召鯖あ」観だ鶏響:こ
ヽ

帥

拗 財 魃
斃 鴛 羅

L

14そ の他(             )
15.何かで見た(聞いた)が、何の媒体か党えていない
16.見たこと(聞いたこと)がない

帥

    頸

劉 °

問2F缶
な?賃ξ

は,囃 aためのキャラクタ
ーとしてロナんけつちゃ“を作成しo まヽすが、知っでヽますれ

問Ю
賠花L襲招ムらり難殷1勇裟篭奪脇翻鯖各さし、
1.よい 2わ るい 3ど ちらともいえない

間14献 血に関するキャンペーンを知つていますか。(複数回答可)
1.愛の血液助け合い運動(毎年7月)2.「 はたちの献血」キャンペーン(毎年1～2月)
3.しOVE h Actbnキャンペーン(通年)4そ の他(         )
5.知らない

献血に関するキャンペーンで、印象に残つたキャッチフレーズやメッセージがあれば、ご記入下さい。

問聞
I緊密なプ軍鶴策騰ま製鞘よ

る誡議勁mOP ttr ttM向を
1保 健体育の授業で使用した 2.他 の授業で使用した 3.配 布されただけ
4知 らない

※参考(平成23年版 高校生日1読本「HOP STEPJUMP」 →
htt●//www.mhh go b/new―hb/kobetuんvaku/kenketsugo/23カndex.htmlをご覧下さい)

問Ю

「光Ellオ リ 鮒 豚
麒 症1疎 する

予
どまありませんが、そのこと訥 っuヽ ますれ

問17血 液製剤(※)は未だ海外の血液に依存していることを知ってぃますか。
1.知っている 2.知 らない
※…重症熱傷に用いるアルプミン製剤では、国内自給率は未だ58%台 である。

問18献 血ルームのイメージを教えてください。
1.明るい 2.ふ つう 3.1音 い 4.わ からない

問19献 血したことがないのはどのような理由からですか。
理由の大きい順に3つまで、その番号をお選びくださし、
1献 血を申し込んだが、基準に適合せずに断られた
2.献 血している所に入りづらかつたから
3.呼 び込みが強引で嫌だつたから
4献 血場所が違いので面倒だから
5.近 くに献血する場所や機会がなかつたから
6.どこで献血ができるか分からない
7.時 間がかかりそうだから
8.忙 しくて献血する時間がなかつたから
9。自分が献血しなくても誰かがやると思つたから
10.自分の血液が役に立たないと思つたから
H.血 液が無駄にされていると聞いたから
12.針を刺すのが痛くて嫌だから
13.なんとなく不安だから
14.健康上出来ないと思つたから
15.病気がうつると思ったから
16献 血すると言つたら、友人や家族からとめられた
17.血を採られるという感じが嫌だ
18.恐怖心
19職 員の態度が悪いので献血したくない
20.献血する意志がない
21.海外渡航歴等による献血制限で献血したく

‐
cもできない

22.薬を服用しているので献血ができない
23.その他
24.わからない

1番目[==コ  2番目|   1  3番目|   |
23.その他を選んだ場合の具体的な理由



問20あ なたが献血するきつ力ヽすとなり得る項目を選択してください。
き?か けの大きい順に3つまで、その番号をお選びください。
なお、13、14番を選択した方は、具体例を教えてください。
1家 族や友人などから勧められた
2.献血しているところが入りやすい雰囲気になつた
3.近くに献血する場所ができた(献血ルーム)
4.近くに献血する場所ができた(献血バスまたは出張献血)
5キ ャンペニンやイベント等により献血が身近に感じられるようになつた
6好 きなタレントがキャンペーンに起用されていた
7.献血の重要性が明確になつた
8.血液が無駄になつてないことが分かつた
9針 が細くなつた
10.針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された(麻酔など)
H.献 血で病気がうつることはないと知った
12献 血ルームの受付時間が長くなった
13献 血したときの処遇品(記念品)が良くなった
14献 血ルームのサービスが良くなった
15.献血が自分の健康管理の役に立つようになつた
16職 員の態度が良くなつた
17.海外渡航歴等の献血制限が解除された
18.献血が健康にほとんど害がないということが分かつた
19献 血できる場所が分かつた
20.献血は絶対しない

1番目|   1 2番目[==コ 3番目 |   |
13献 血したときの外遇品(記念品)が良くなったを選んだ場合の具体例

14.献血ルームのサービスが良くなつたを選んだ場合の具体例

20.献血は絶対口いいを選んだ場合の理由

以上で状血に関するアンケートは終了です。御協力ありがとうございました。

わが国:ま、輸血などの血液製剤を献血により安全に安定して国内自給することを目指している
世界でも数少ない国です。
今後とも、献血への御理解と御協力をお願いいたします。

なお、最後に、献血推進キャラクター「けんけつちゃんJをどうぞよろしくお願いします。

プロフィールはこちら → httpジノー mhlw.Ю.ipノnew→n「oノkobetuノ■aku/kenketsuRo/1i.html

間21血 液の有効かつ安全な活用のため、現在では400mしを推奨していますが、仮にあなたが
初めて献血する場合、200mLではなく400mLの 献血に抵抗を感じますか。
1.はい  2.ど ちらかというとはい  3.ど ちらかというと, いヽえ 4.い いえ

問22ご 家族が献血している姿を見たことがありますか。
1.ある 2.な い 3.お ぼえていない

問23あ なたのお友達に献血をしている人はいます力、
1.いる 2.い ない 3わ からない

問24献 血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。
画像呈示(資料)

問24-1献 血の必要性への理解は良くなりました力、
1 はい 2ど ちらかというとはい  3.ど ちらかというといいえ 4.い いえ

問24-2今 は献血に協力する気持ちはあります力、
1.ある  2.ど ちらかというとある  3.ど ちらかというとない 4.な い

問24-3今 後、実際に献血に行きます力、                       ・
1.はい  2ど ちらかというとはい  3ど ちらかというといいえ 4.い いえ

陀5群
纂躙 軍 Ψ

鶴 醤:麗 ■員認 卿 現 が



若年層献血意識調査 献血経験者用

問1』
毀
は、「詈晋Yど鳥113響,晨

すでなく、献血を則とした雌蜘として、さまざまな族の断に
1知 っている 2知 らない

問2堅
睾こ111,見 オ斯鬱饗?有

効期間は短く絶えず献血が
挙
要に とを知っていますか。

※  血 液製剤の有効期間は一番短い血ノJ板`製剤で採血後4日間、赤血球製剤は21日間です。

問31彎
肥lttL甕愕鍵馳ξ蹴 奪

どの大釧血時よ%がんなど妨気の治↑
1知 つている 2知 らない
※ ¨約8割が病気(うちがんの治療3割)に使われ、交通事故などによる輸血は約1害1程度。

融

彊 明 学
盤 暑喜:省軍肥 至織 鱚

摂献血
で鋼もぃめの

間5警

粧 堵沢と
て
,ittt7の

数が、近1「大幅に減つています味 )。知つ0ヽましたか。

※ …

最
近5年間

L駕 機1鶴 豊痩費 Rよ場T人

から10 8万人12 3 %減)に、10代の献血者数は48万人

間6F,じ『しlF8濯電侵り発♂攪えt∬i喜
た電ず暑禽

ります絲数回答つ。

Lttι多13つFi]験豊異Iのイ
ベガ?夏暦品 広轟Fア線

14そ の他 (             )
15何 かで見た(聞いた)が、何の媒体か覚えていない
16見 たこと(聞いたこと)がない

師
][儒鱚暉T麓鮮免聾精`氣[鴛]°
10そ の他 (         )

問8民

告掏

献血推進のためのキャラクターとして「けんけつちゃんJを作成していますが、

1知 っている 2知 らない

向
檸跨讐汽:撼∬評お蔀嬰喜毅下エ
剛OItt   i71舗蜃キツペーステ・l-2励

献血に関するキャンペーンで、印象に残ったキャッチフレーズやメッセージがあれば、ご記入下さい。

問H平 成2年から、全国の高校3年生を対象に、献血に関する普及啓発資材
「HOP STEP JUMPJを 配布していますが、学校で配られた記憶はありますか。
1保 健体育の授業で使用した 2他 の授業で使用した 3配 布されただけ
4知 らない

※参考(平成23年版 高校生副読本「HOP STEPJUMP」→

htto:〃― mhiw。。iO/new■nfoノkobetulvaku/kenketsuqo/23ハndex htmlをご覧下さい)

帥 2概

野 が
J務

多批?感
染症に感染するこお ありませんが、そのことを知っ0ヽますか。

問13血 液製剤(※)は未だ海外の血液に依存していることを知つていますか。
1 知っている 2知 らない
※…重症熱傷に用いるアルプミン製剤では、国内自給率は未だ58%台 である

間14献 血ルームのイメージを教えてください。
一lル ームの雰囲気        1明 るい 2ふ つう  3.暗 い  4わ からない
-2ル ームの広さにつレヾて     1広 い  2ふ つう  3狭 い  4わ からない
-3職 員の対応について      1良 い 2ふ つう  3悪 い  4わ からない
-4記 念品や軽い飲食物について 1.良 い  2.ふ つう  3悪 い  4わ からない

問15献 血について何か要望又は知りたいことがありますか。(複数回答可)
1献 血する場所、日時などについて十分知らせてほしい
2献 血について正しい知識、必要性を知らせてほしい
3献 血で昼休み、夜間などの受付時間を延長してほしい
4職 場や学校などで献血の機会を増やしてほしい
5献 血された血液がどのように使わあ のか知りたい
6献 血したときの処遇品(記念品)をもつと良くしてほしい
7進 学や就職時に献血の経験を考慮してほしい
8.学 校の授業で献血の重要性等について取り上げてほしい
9そ の他(                )
10特 にない

問16初 めて献血をしたのはいつですか。
116～ 17歳 218～ 19歳 3.20～ 24歳 425歳 ～29歳

間17初 めて献血した場所はどこですか。
1高 校           2.大 学キャンパス又は専門学校・各種学校
3職 場            4.献 血パス(1～3以外)
5献 血ルーム(血液センター)  6.党 えていない

問18初 めての献血の種類は何ですか。
1 200mL献 血 2 400mL献 血 3成 分献血 4覚 えていない

問19初 めての献血で400mL献 血をすることをどう思いますか。
1特 に不安は感じない 2不 安 3.わ からない

2不 安を選んだ場合の理由



問20過 去1年間に何回献血しました力、
(1)200mL献 血

1 0回 21回  32回 43回  54回 65回 76回
(2)400mL献 血

1 0回 21回  3.2回 4.3回

(3)成分献血
1.0回 2.1回 3.2回 43回 54回 6:5回 76回 8.7回 以上

間21今 までの献血回数は合計で何回です力、
1 1回     2.2回    33～ 5回  46～ 10回  5 H～ 20回
621～ 30回  7.そ れ以上

問22初 めての献血のきっ力ヽ すになつたのは、次のうちどれです力、

ヤζX3査製写幅FlFttFまヌ%tiを燿びくだれ、
2.献血は愛に根ざしたものだから
3輸 血用の血液が不足していると聞いたから
4.自 分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから
5.将来自分や家族などが輸血を受けることがあるかもしれないから協力した
6.過去に家族や友人などが輸血を受けたことがあるから
7.記念品やグッズがもらえるから
8お 菓子やジュースがもらえるから
9.ネールアートやマッサージなどのサー

ビスが受けられるから
10図 書券がもらえたから
Hな んとなく
12輸 血を受けるときに役立てたいから
13家 族や友人などに勧められたから
14高 校に献血パス・出張献血が来たから
15大 学キャンパスに献血バス・出張献血が来たから
16覚 えていない

1番目[==コ 2番目[==コ 3番目[==コ

間23現 在献血するきつかけになつているのは、次のうちどれです力、
きつかけの大きい順に3つまで、その番号をお選びください。
1.自分の血液が役に立ってほしいから
2献 血は愛に根ざしたものだから
3輸 血用の血液が不足していると聞いたから
4自 分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから

:信曇亀婁擬季螢実霧察選魚看塁3著」y嬌裏ぉ響
いから,力したい

7.記念品やグッズがもらえるから
8.お菓子やジュースがもらえるから
9.輪血を受けるときに役立てたいから
10.テレピやDVDを 観ることができるから
Hネ ールアートやマッサージなどのサービスが受けられるから
12.なんとなく

間24 ご家族が献血している姿を見たことがあります力、
1.あ る  2.な い  3:お ぼえていない

問25 あ なたのお友達に献血をしている人はいますか。
1 い る  2 い ない  3. わ からない

問%〒
電g喬鶏

血が
,1どちξぷ踏嫌鱗

喩
∫「鰐帰潔[よ

る
i■庁諮懇ぃ

問27 献血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。
画像呈示 (資料)

問27・1 献血の必要性への理解は今までと比ヽ深まりました力、
1.は い  2. ど ちらかというとはい 3. ど ちらかというといいえ

問27・2 資 料を読んで献血に協力する気持ちは高まりましたか。    ´
1 は い  2 ど ちらかというとはい 3.ど ちらかというといいえ  4 い いえ

問2731`亀
ス

トヘ

9千 攪 ビ翌 認 tぶ
血

ξ「1暁 賀 託 iま 駐
まし

を1、、ぃぇ

間28菫

写奈F献

血に協力する気持ちを高めるためには、どのようなことをすればよいと思い

広報の方法やキャンペーン、イベント、献血場所などについて具体的なアイデアやイメージ
などがあれば自由に記入してください。

4 い いえ

以上で献血:F関するアンケートは終了です。御協力ありがとうございました。

奪卿
1液 製剤を献血により安全に安定レて国内自給することを目指している世界

今後とも、献血への御理解と御協力をお願いいたします。

なお、最後に、献血推進キャラクタ=「けんけつちゃん」をどうぞよろしくお願いします。

プロフィールはこちら マ htほ〃www.mh陣.■o.わ/new可nb/kobetu/市aku/kenketsugo/1i.himl1番目□  2番目E==] 3番目 □



献血にご協力を
若い皆さんの熱い友情を

血練を必要とすぅ人すべてが輸血を受けられるように。
献血したことのある方もない方も、あらためてご協力をお願いします。
血最を必要としそいる人はあなたのす0そ1まにし`るかもしれません。

献 血 者 の 推 移

年

代

別

献

血

者

数

（
万

人
）

総
献
血
者
数

（
万
人
）

平
成

２

２
年

平
成

２

１
年

平
成

２

０
年

平
成

１
９
年

平
成

１

８
年

平
成

１

７
年

平
成

１

６
年

平
成

１

５
年

平
成

１

４
年

平
成

１

３
年

平
成

１

２
年

平
成

１

１
年

平
成

１

０
年

平
成

９
年

平
成

８
年

平
成

７
年

平
成

０
年

… 鰍 嵯    ~16-19岸 L   -20-291=
讐 30-391L   樅 40-49J壼    … 50～

現代の医療に欠くことのできない血液。
その血液の確保が徐々に難しくなってきています。

原因の一つは、若年者数自体が少子社会の影響で減少しているほか、若年人口に占め
る献血者の割合も減少しています。

別の原因として、血液の安全対策の強化も挙げられます。
血液にはウイルスなど病気の原因となるものが潜んでいる可能性があり、献血の前の
間診でいくつかの条件に当てはまる方については、献血をご遠慮いただいています。
感染症についての新たな事実が明らかになるにつれ、献血をご遠慮いただかなくては
ならなぃ人が増えてきているのです。

このままでは輸血を必要とする方々に血液が届けられないという危機的な状況となる
可能性もあります_

献血はひとりひとりの思いやりによって支えられているシステム。皆さ
んのご協力をお願いします。

お問い合わせ:

厚生労働省医薬食品局血液対策躁献血推進係 (電話 03‐3595‐2395)

|

厚 生 労 働 省
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平成 23年 11月 4日

安全技術調査会提出資料
日本赤十字社血液事業本部

200mL製 剤と400mL製 剤の安全性について

1 200mL献 血および 400mL ttlfEにおける男女別の年齢分布 (平成 22年 度)

20ClmL献血                            ・

rc t8 mD,24 2A3o 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 @ 62 6{ 66 Q+$)

400mL

80,000    - ― ―

獣血者数:

(延べ数)

2.200m L献 血および 400m L献 血における男女別の平均年齢

3 400mL献 血率の推移

400献血率
100006

80016

6000も

400'o

200。o

0 0 0 o

> at s"l"'ioliit"'71 3o/o' 71.606'13 goTo' 18 0o/o
' 84.5% ' 86 4oio ' 81 4 81 7o/o

400mL献 血率は医療機関からの発注に応じて増加させてきたが、発注の比率が約 93%

(平成 23年 8月調査)と すると、未だ需要には応じられていない。

初回献血者数の推移と献血総数に対する比率

25,000 .‐r~~~―
――― ―  ― ―‐― ―́―――

■‐~~ ~~~

献血者総数 比 率 平均年齢 中央年齢 最頻年齢

200mL男 性 83,157 22%

200mL女 性 379,780 101%

2∞ mL 計 462,987 12.3%

400mL男 性 2,532,532 672%

400mL女 性 772,287 205%

4GXlmL 計 3,304,819 87.7%

1 6 1 8 2 0 2 2 2 4 2 6 2 8 3 0 3 2 3 4 3 6 “ 4 0 4 2 4 4 4 6 4 8 5 0 5 2 5 4 5 6 5 8 6 0 6 2 6 4 6 6 ( 乳
)

平成 18年度 平成 19年度 平成 20年 度 平成21年度 平成 22年 度

613,241 557,871 554,175 547,846 545,880

12.3% 1 1 3 % 109% 104% 103%
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6.初 回献血者の検査陽性率 【1000人当り】

HBs抗 原 H R抗 体 HCV抗 体
200mL献 血

400mL献 血 210

・初回献血者の感染率は、献血で選別されていない状況であり、日本人の真の感染率と考
えられるが、献血者全体に比して、初回献血者の陽性率は高い。

・
陽性率を比較した場合、2∞hLは 4∞hLの 約 lr2である。

・初回献血者の比率は約 10%で あり、これが 2∞mLと 4CXlmL由 来血液全体の安全性の
比較に大きな影響は与えていない (前記 5「 感染症マーカーにおける年齢別の検査陽性
数」より)。

7.HBVウ イン ドウ期の感染例から見た リスク比較
20プールNAT以 降に採血された輸血用血液製剤による感染例

/ 女性 女性計 男性 男性計

計
／/ 400mL 成分 400mLI成 分 400mL 成分 400mL+成 分

20歳 代 1 0 l 5 6

30歳 代 0 6 9

40歳 代 0 3

50歳 代 0 0 1 1 l

計 1 1

*200m 由来による感染例はない

輸血後感染と考えられた血液の献血者の年齢は、20歳代から40歳 代に集中している。
20ClmLの献血比率は、全血献血全体の約 12%と 低いこと、また感染症例自体の数が少
ないこともあり、2∝hL採 血による感染症例はない。
200m Lと 41DOm Lの血液量による差も考慮の対象になるが、同じ感染血液由来の血漿
製剤と赤血球製剤による感染に差はなくホ)、赤血球製剤中の残存血漿量は、採血量の
10%程 度であり、2∝hLと 4∝hLの 差による影響はあつても小さいものと思われる。
感染症例数が少なくHBVウ インドウ期の血液による感染症例から、20Clm Lと400m L
由来製剤の感染リスクを評価することは難しい。
なお、HBV感 染既往による感染リスクは、今後の安全対策としてIIBc抗体のスクリー

ニング基準をCOI≧ 10と 設定した場合には、リスクは極めて少なくなると推察される。

Satako Mi et a! :nfedivity of b:ood cornpOnents with low hepalls B virus DNA:evels
identined in a iOЮkback program.TRASFuS:ON 2007:47:1197‐1205



8 遡 及調査で個別 NAT陽 性となった製剤の採血種別から見たリスク比較

遡及調査により個別 NAT陽 性となった血液は、輸血に使用される前であれば回収され
る。遡及調査前に輸血に使用されてしまう場合もあるのでリスクを比較した。
ウインドウ期と感染既往の全体で見ると、200m Lと 4∞hLで の遡及調査で個別NAT
陽性となったのは28(113%):221(887%)で あり、20Clm Lと4CXlm Lの供給比率
(400mL比 率 :877%)と 同程度であることから、両者に個別NAT陽 性となる比率で

差はないと思われる。

9.「 呼吸困難」等の重篤な輸血副作用の発生状況から見たリスク比較

輸血副作用件数 (2010

件 数 200mL 4CXlmL 血小板製剤等
22(32%) 273(402%) 384(566%)

赤血球製剤 血漿製剤 赤血球製剤 血漿製剤

3

2)2KXlmLと 409mL単 独輸血製剤別の症例報告数とその頻度

・
ン『贄描醜搬輔麟那

10 結 論

λ嵐臭ワ曇,こ窪急彎程kt楊亀鍵I的
感染ナ野デ1異亀Ъち亀亀環Z:ξ冊 出器

年 度
件数

赤血球製剤
血小板製剤 血漿製剤 計

200mL 400mL

2008 2

2009 139

2010 100 5 4

計
28

(113%)
221

(887%)

亦 llllネ製 創

症例報告数
供給本数

肛 ′1薇首頻 度

(10,000本 当 り)

血漿製剤

症例報告激
供給本数

症例報告頻度

(10,000本当 り)
200hL 427,517 61,956
400hL 3,006,858 733,722 086



資料 5
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日本赤十字社血液事業本部

200mL全 血採血のあり方に関する資料

条   件

(1)― し、初回の若年層を対象

として 200mL献 血を制限した場合

(血漿と赤血球をいずれも使用)

(2)若 年層全体で 200mL献 血を推進 し、血量

のみを使用 し、赤血球は輸血用血液として

使用しない場合。

(3)若年層全体で 200mL献 血を推進し、200mL

献血由来赤血球×2本 の供給を推進した場

合

(血漿と赤血球をいずれも使用)

(4)若 年層 (特に高校生)の 初回献血者のみを

対象に200mL献 血を推進し、初回の若年層

以外の 200mL献 血の制限を許容した場合

(血漿と赤血球をいずれも使用)

評

価

項

目

献血者の理解

初回の若年層を対象に献血制限すること

から、将来に亘る継続的な献血者確保に  ×

繋がらない。

赤血球を輸血用血液として使用 しない (未

使用と分かっていながら採血する)こ とに、 △

理解が得られるか。

将来の献血基盤となる若年層のみならず、

献血全体の理解が得られやすくなるもの   O

と考えられる。

将来の献血基盤となる若年層については、

理解が得られるが、初回の若年層以外の   △

献血者を制限することに理解が得られるか。

献血者の確保

中長期的には、200mL献 血を含めた若年

層の献血推進に課題が残る。

×

献血者の理解が得られれば、中長期的には、

200mL献 血も含めた若年層の献血推進が

より可能となる。              △

200mL献 血の血漿のみ使用することから、

血漿成分献血を制限する必要がある。

中長期的には、200mL献血を含めた若年層

の献血推進がより可能となる。

○

中長期的には、200mL献血を含めた若年層

の献血推進がより可能となる。

○

血液センターの負担

400mL献血者数は増加するが、200mL

献血者数がそれ以上に減少するため、    ○

材料費、経費等のコスト減となる。

血漿成分献血者数は減少となるが、200mL

献血者数、400mL献 血者数がそれ以上に増  ×

加するため、材料費、経費等のコスト増となる。

200mL献 血者数が増加することから、

材料費 ・経費等のコスト増となる。      ×

200mL献 血者数全体は変わらないため、

材料費 ・経費等のコストは変わらない。    △

輸血患者の負担

医療機関からの400mL献血由来製剤の需

霞垣ムι「冒Eここ島」五:ヒ鸞香董1`  ○
れる。

医療機関からの400mL献血由来製剤の需

霞垣姦ι「冒Eここ島」I:ヒ鸞香』貪̀  ○
れる。

200mL献血由来製剤の供給が増加すること

により、感染リスクが高くなることから、
   x

負担は増加するものと考えられる。

200mL献血由来製剤の供給量は変わらない

ため、感染リスクは変化なく、負担は変わ
  △

らない。

医療機関の負担

輸血検査や輸血セット等に係るコストや

手技的な負担は軽減されるものと考えら   ○

れる。

輸血検査や輸血セット等に係るコス トや

手技的な負担は軽減されるものと考えら   ○

れる。

輸血検査や輸血セット等に係るコストや

手技的な負担は増加するものと考えられる。  ×

輸血検査や輸血セット等に係るコストや

手技的な負担は変わらない。         △

条件を満たすための対応

と

全血献血者数 (推定)

3
*以下の22年度献血実績を基

に各条件の献血者数の推定

を行つている。

200mL 462,937´ 人 (12391)

400mL 3.304.819人 (877%)

計  3,767,756人

若年層の 200mL献 血 (初回)者 数 (22年度)

単位:人

*200mL献 血 103,00o人を制限対象とし、減少分

を400mL献 血で確保する。

年代 男性 女性 計

16-19歳 28,610 46,383 74,993

20-29歳 3,616 24,366 27.982

計 32.226 70,749 102,975

*200mL献 血は、右記 (3)と 同様に547,000人

の確保が可能と推定される。

*400mL献 血は左記 (1)と 同数を確保する。

*200mL献 血の547,000人-360,000人=187,000

人については、血漿のみ使用することから、

血漿成分献血者数 49,000人 を制限することに

なる。

*右記 (4)の 200mL献 血で 48,000人の確保に

加え、特に200mL献 血者数の制限による減少傾

向がみられる 20代 女性を対象として推進した

場合、さらに 36,000人 の献血者確保が可能と

推定される。

*400mL献 血 42,000人が制限対象となる。

高校献血実施状況 (22年 度)

単位:人

200mL 400mL 計 実施率

40,871 21,863 46.383 234%

*実施率を50%とした場合とし、初回献血率は

561%(10代 )であるため、200mL献 血で 48,000

人の確保が可能と推定される。

*初回若年層以外の 200mL献 血 48,000人が制限

対象となる。

200mL献 血 360,000人  (97%)

400mL献 血 3,357,000人 (903%)

計    3,717.000人

200mL献 血  547,000人  (140%)

400mL献 血 3,357.000人(86.0%)

計    3,904,000人

200mLヨ駄■1 547,000A (144%)

4 0 0 m L献血 3.2 6 3 . 0 0 0人(8 5 . 6 % )

計    3,810,000人

200mLttRn 463,000人  (123%)

400mL献 血 3.305,000人 (877%)

計    3,768,000人
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平成 24年 度の献血の推進に関する計画

前文

。 本 計画は、安全な血液製斉1の安定供給の確保等に関する法律 (昭和 31年 法律第 16

0号 )第 10条 第 1項 の規定に基づき定める平成 24年 度の献血の推進に関する計画で

あり、血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針 (平成 2

0年 厚生労働省告示第 326号 )に 基づくものである。

第 1節  平 成 24年 度に献血により確保すべき血液の日標量

°
瀾iJtttT騒鱚 躙 1蝙 ポ デ9耐ギ款雪
れぞれ○万 リットル、○万リットル、○万 リットル、○万リットルが製造される見込み

である。
・ さらに、確保されるべき原料血 漿 の量の目標を勘案すると、平成 24年 度には、全

血採血による○万リッ トル及び成分採血による○万リットル (血漿 採血○万リットル

及び血小板採血○万リットル)の計○万リットルの血液を献血により確保する必要があ

る。

第 2節  前 節の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

前年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、平成 24年 度の献血推進計画にお

ける具体的な措置を以下のように定める。

1 献 血に関する普及啓発活動の実施
。 国 は、都道府県、市町村 (特別区を含む。以下同じ。)、 採血事業者等の関係者の

協力を得て、献血により得 られた血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保 し、そ

の国内自給を推進するとともに、広く国民に対 し、治療に必要な血液製剤の確保が相

互扶助 と博愛精神による自発的な献血によって支えられていることや、血液製剤の適

正使用が求められていること等を含め、献血や血液製剤について国民に正確な情報を

伝え、その理解 と献血への協力を求めるため、教育及び啓発を行 う。
・ 都 道府県及び市町村は、国、採血事業者等の関係者の協力を得て、より多くの住民

の献血への参カロを促進するため、対象 となる年齢層や地域の実情に応 じた啓発、献血

推進組織の育成等を行 うことにより、献血への関心を高めることが必要である。
・ 採 血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力を得て、献血者の安全性に

配慮するとともに、継続 して献血に協力できる環境の整備を行 うことが重要である。

このため、国、都道府県、市町村等の関係者 と協力 して効果的なキャンペーンを実施

すること等により、献血や血液製剤に関する一層の理解と献血への協力を呼びかける

ことが求められる。
。 国、都道府県、市町村、採血事業者及び医療関係者は、国民に対し、病気や怪我の

ために輸血を受けた患者や、その家族の声を伝えること等により、血液製剤がこれを

必要とする患者への医療に欠くことのできない有限で貴重なものであることを含め、

献血の正 しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発を実施 し、又はこれに協力

することが必要である。また、少子高齢社会の進行による血液製剤を必要とする患者

の増カロや献血可能人口の減少、血液製剤の利用実態等について正確な情報を伝え、献

血者等の意見を踏まえつつ、これらの情報提供や普及啓発の手法等の改善に努めるこ

とが必要である。さらに、血液製剤の安全性の確保のための取組の一環として、感染

症の検査を目的とした献血を行わないよう、献血における本人確認や問診の徹底はも

とより、平素から様々な広報手段を用いて、国民に周知徹底する必要がある。
。 国、都道府県、市町村及び採血事業者は、平成 22年 1月 27日 に実施 された英国

滞在歴による献血制限の見直 し及び平成 23年 4月 1日 に施行された採血基準の改
｀
 正 について、国民に対して十分に広報を行い、献血への協力を求める必要がある。
。 こ れらを踏まえ、以下に掲げる献血推進のための施策を実施する。

① 効 果的な普及啓発、献血者募集等の推進

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたって安

定的に供給される体制を維持するため、幼少期も含めた若年層、企業 ・団体、複数回

献血者に対 して、普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や重点的な献血者募集を

実施 し、以下の取組を行 う。

<若 年層を対象とした対策>

・ 国 、都道府県、市町村及び採血事業者は、献血推進活動を行 うボランティア組

織等の協力を得るとともに、機能的な連携を図ることにより、若年層の献血や血

液製剤に関する理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取 り組む。また、若年

層への啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様々な

広報手段を用いて気軽に日に触れる機会を増やす とともに、献血の行動へ と繋げ

るため、学生献血推進ボランティア等の同世代からの働きかけや、献血について
^

の広告に国が作成した献血推進キャラクターを活用する等、実効性のある取組が

必要である。特に 10代 層への啓発には、採血基準の改正により、男性に限 り4

00ミ リリットル全血採血が 17歳 から可能 となったこと等について情報を伝え、

献血者の協力を得る。 さらに、子が幼少期にある親子に対 し、血液の大切 さや助

け合いの心について、親子向けの雑誌等の広報手段や血液センター等を活用 して

啓発を行 うとともに、親から子へ献血や血液製剤の意義を伝えることが重要であ

ることから、地域の特性に応 じて採血所に託児体制を確保する等、親子が献血に

触れ合 う機会を設ける。
。 国 は、高校生を対象とした献血や血液製剤について解説 した教材や中学生を対

1



象 とした血液への理解を促すポスターを作成 し、都道府県、市町村及び採血事業

者と協力 して、これ らの教材等を活用しなが ら、献血や血液製剤に関する理解を

深めるための普及啓発を行 う。
・ 都 道府県及び市町村は、地域の実情に応 じて、若年層の献血への関心を高める

ため、学校等において、ボランティア活動推進の観点を踏まえつつ献血や血液製

剤についての情報提供を行 うとともに、献血推進活動を行 うボランティア組織 と

の有機的な連携を確保する。
・ 採 血事業者は、その人材や施設を活用 し、若年層へ献血の意義や血液製剤につ

いて分か りやすく説明する 「献血セ ミナー」や血液センター等での体験学習を積

極的に行い、正 しい知識の普及啓発 と協力の確保を図る。その推進に当たっては、

国と連携するとともに、都道府県、市町村及び献血推進活動を行 うボランティア

組織等の協力を得る。
・ 採 血事業者は、国及び都道府県の協力を得て、学生献血推進ボランティアとの更

なる連携を図 り、大学等における献血の推進を促す とともに、将来、医療従事者に

なろうとする者に対 して、多くの国民の献血によって医療が支えられている事実や

血液製剤の適正使用の重要性への理解を深めてもらうための取組を行 う。

<50～ 60歳 代を対象とした対策>

。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、年齢別人口に占める献

血者の率が低い傾向にある50～ 60歳 代の層に対 し、血液製剤の利用実態や献血

可能年齢等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発を行い、献血者
の増加を図る。また、血小板成分採血について、採血基準の改正により、男性に限

り69歳 まで (65歳 から69歳 までの者については、60歳 から64歳 までの間
に献血の経験がある者に限る。)可 能となったことについて情報を伝え、献血者の

確保を図る。

<企 業等における献血の推進対策>

。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、献血に協賛する企業

や団体を募 り、その社会貢献活動の一つ として、企業等における献血の推進を促

す。また、血液センター等における献血推進活動の展開に際し、地域の実情に即

した方法で企業等との連携強化を図り、企業等における献血の推進を図るための

呼びかけを行 う。

<複 数回献血者対策>

。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、複数回献血者の協力が

十分に得 られるよう、平素から血液センターに登録 された献血者に対し、機動的か
つ効率的に呼びかけを行 う体制を構築する。また、献血に継続的に協力が得られて

いる複数回献血者の組織化及びサービスの向上を図 り、その増加に取り組むととも

に、献血の普及啓発活動に協力が得られるよう取 り組む。

<献 血推進キャンペーン等の実施>

。 国 は、献血量を確保しやすくするとともに、感染症等のリスクを低減 させる等

の利点がある400ミ リリットル全血採血並びに成分採血の推進及び普及のため、

都道府県及び採血事業者 とともに、 7月 に 「愛の血液助け合い運動」を、 1月 及

び 2月 に 「はたちの献血」キャンペーンを実施するほか、血液の供給状況に応 じ

て献血推進キャンペ‐ン活動を緊急的に実施する。また、様々な広報手段を用い

て献血や血液製剤に関する理解 と献血への協力を呼びかけるとともに、献血場所

を確保するため、関係者に必要な協力を求める。
・ 都道府県、市町村及び採血事業者においても、これ らの献血推進活動を実施する

ことが重要である。また、市町村においては、地域における催物の機会等を活用す

る等、積極的に取 り組むことが望ましい。

② 献 血運動推進全国大会の開催等
。 国 は、都道府県及び採血事業者とともに、献血により得られた血液を原料とし

た血液製剤の国内自給を推進し、広く国民に献血や血液製剤に関する理解と献血

への協力を求めるため、7月 に献血運動推進全国大会を開催するとともに、その

広報に努める。また、国及び都道府県は、献血運動の推進に関し積極的に協力し、

模範となる実績を示した団体又は個人に対し表彰を行 う。

③ 献 血推進運動中央連絡協議会の開催
。 国は、都道府県、市町村、採血事業者、献血推進活動を行うボランティア組織、

患者団体等の代表者の参加を得て、効果的な献血推進のための方策や献血を推進

する上での課題等について協議を行うため、献血推進運動中央連絡協議会を開催

する。

④ 献 血推進協議会の活用
・ 都 道府県は、献血や血液製剤に関する住民の理解と献血への協力を求め、血液

事業の適正な運営を確保するため、採血事業者、医療関係者、商工会議所、教育

機関、報道機関等から幅広く参加者を募つて、献血推進協議会を設置し、定期的

に開催することが求められる。市町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。
・ 都 道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用し、採血事業者及び血液事業に

関わる民間組織等と連携して、都道府県献血推進計画の策定のほか、献血や血液

製剤に関する教育及び啓発を検討するとともに、民間の献血推進組織の育成等を

行うことが望ましい。

⑤ そ の他関係者による取組
・ 官 公庁、企業、医療関係団体等は、その構成員に対し、ボランティア活動であ

る献血に対し積極的に協力を呼びかけるとともに、献血のための休暇取得を容易

4



にするよう配慮する等、進んで献血しやすい環境作りを推進することが望ましい。

2 献 血者が安心 して献血できる環境の整備
・ 採血事業者は、献血の受入れに当たっては献血者に不快の念を与えないよう、丁寧

な処遇をすることに特に留意 し、献血者の要望を把握するとともに、採血後の休憩ス

ペースを十分に確保する等、献血受入体制の改善に努める。また、献血者の個人情報

を保護するとともに、国の適切な関与の下で献血による健康被害に対する補償のため

の措置を実施する等、献血者が安心して献血できる環境整備を行 う。
・ 採血事業者は、特に初回献血者が抱いている不安等を払拭するため、採血の手順や

採血後の過ごし方等について、映像や リーフレット等を活用した事前説明を十分に行
い、献血者の安全確保を図る。

・ 採 血事業者は、採血所における地域の特性に合わせたイメージ作 りや移動採血車の

外観の見直 し等、なお一層のイメージアップを図 り、献血者の増加を図る。
・ 国及び都道府県は、採血事業者によるこれらの取組を支援することが重要である。

第 3節  そ の他献血の推進に関する重要事項

1 献 血の推進に際 し、考慮すべき事項

① 血 液検査による健康管理サービスの充実
。 採 血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採血に際して献血者の健康

管理に資する検査を行い、献血者の希望を確認 してその結果を通知する。また、

低色素により献血ができなかった献血申込者に対 して、栄養士による健康相談を

実施 し、献血者の増加を図る。
・ 国 は、採血事業者によるこれ らの取組を支援する。また、献血者の健康管理に

資する検査の充実は献血の推進に有効であることから、本人の同意の上、検査結

果を健康診査、人間 ドック、職域検査等で活用するとともに、地域における保健

指導にも用いることができるよう、周知又は必要な指導を行 う。
・ 都 道府県及び市町村は、これ らの取組に協力する。

② 献 血者の利便性の向上
・ 採 血事業者は、安全性に配慮しつつ、効率的に採血を行うため、立地条件等を考

慮 した採血所の設置、地域の実情に応 じた移動採血車による計画的採血等、献血者
の利便性及び安全で安心な献血に配慮 した献血受入体制の整備及び充実を図る。

・ 都 道府県及び市町村は、採血事業者と十分協議 して移動採血車による採血等の日

程を設定し、そのための公共施設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力する
ことが重要である。また、採血事業者 とともに献血実施の日時や場所等について、

国民に対 して献血への協力が得 られるよう、十分な広報を行 う必要がある。
③ 血 液製剤の安全性を向上するための対策の推進

・ 国 は、 「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に基づき、採血事業者と連携

し、献血者に対する健康管理サービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者
の本人確認の徹底等の検査目的の献血の防止のための措置を講ずる等、善意の献血

者の協力を得て、血液製剤の安全性を向上するための対策を推進する。

④ 採 血基準の在 り方の検討
。 国 は、献血者の健康保護を第一に考慮 しつつ、献血の推進及び血液の有効利用の

観点から、採血基準の見直しの検討を行 う。

⑤ ま れな血液型の血液の確保
・ 採血事業者は、まれな血液型を持つ患者に対する血液製剤の供給を確保するた

め、まれな血液型を持つ者に対 し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。
。 国 は、まれな血液型の血液の供給状況について調査する。

⑥ 200ミ リリッ トル全血採血の在 り方について
。 国 、都道府県、市町村および採血事業者は、医療機関からの需要、血液製剤の安

全性、製造効率の観点から、献血を推進する上では、400ミ リリットル全血採血

を基本として行 うものとする。
。 し かしながら、今後の献血推進 という観点からは、若年層の献血推進が非常に重

要であることから、400ミ リリットル全血採血ができない若年層に対しては、学

校と連携 して 「献血セ ミナー」を実施する等、献血の知識について啓発する取組を

積極的に行 う。また、200ミ リリッ トル全血採血については、将来の献血基盤 と

なる若年層の初回献血を中心に推進するものとする。

2 血 液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応
。 国 、都道府県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水準を常時把握 し、在庫が不

足する場合又は不足が予測される場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案 し、

国及び採血事業者が策定した対応マニュアルに基づき、早急に所要の対策を講ずるこ

とが重要である。

3 災 害時等における献血の確保等
・  国 、都道府県及び市町村は、災害時等において献血が確保されるよう、

‐
採血事業

者と連携 して必要 とされる献血量を把握した上で、様々な広報手段を用いて、需要

に見合つた広域的な献血の確保を行 うとともに、製造販売業者等の関係者 と連携し、

献血により得られた血液が円滑に翼場に供給されるよう措置を講ずることが必要で

ある。また、採血事業者は、災害時における献血受人体制を構築し、広域的な需給

調整等の手順を定め、国、都道府県及び市町村 と連携 して対応できるよう備えるこ

とにより、災害時における献血の受入れに協力する。
。 今 般の東 日本大震災により、東北地方の一部の地域 (宮城県、福島県、岩手県)

で献血受入ができない環境となったが、全国の被災していない地域において被災地

域の需要分を加えた献血血液を確保 し、医療機関のニーズに合わせて血液製剤を安

定的に供給した。今後も、献血確保に支障をきたさないよう、全国的に継続的な献



血推進を図つていくことが革要である。
。  さ らに、東 日本大震災の際には、停電や一般電話回線 (携帯回線を含む)の 輻榛

により通信手段の確保に困難が生じ、また、震災による精油所の被災や燃料の流通

にも支障が生 じたことにより、移動採血車等の燃料の確保が困難であったことから、

国、都道府県、市町村及び採血事業者は、災害時等に備えた複数の通信手段の確保

や燃料の確保が的確に行われるよう対策を講ずる必要がある。

4 献 血推進施策の進捗状況等に関する確認と評価
。 国 、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短期的又は長期的な効果及び

進捗状況並びに採血事業者による献血の受入れの実績を確認し、その評価を次年度の
献血推進計画等の作成に当たり参考とする。また、必要に応じ、献血推進のための施

策を見直すことが必要である。
。 国 は、献血推進運動中央連絡協議会等の機会を活用し、献血の推進及び受入れに関
し関係者の協力を求める必要性について献血推iIE活動を行うボランティア組織と認

識を共有し、必要な措置を講ずる。
・ 採 血事業者は、献血の受入れに関する実績、体制等の評価を行い、献血の推進に活

用する。          _
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献血推進計画 新旧対照表

平成 24年 度献血推進計画 (案) 平成23年 度献血推進計画

前文

。 本 計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法

律 (昭和31年 法律第 160号 )第 10条 第 1項の規定に基
づき定める平成24年 度の献血の推進に関する計画であり、

血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための

基本的な方針 (平成20年 厚生労働省告示第326号 )に 基
づくものである。

第 1節 平 成2二 年度に献血により確保すべき血液の目標量

。 平 成2二年度に必要と見込まれる輸血用血液製剤の
最;、

全血製剤Ω万リットル、赤血球製剤Q万 リットル、血漿製

剤Q万 リットル、血小板製剤Q万 リットルであり、それぞれ

0万 リットル、O万 リットル、0万 リットル、0万 リットル

が製造される見込みである。
。 さ らに、確保されるべき原料血漿 の量の目標を勘案する

と、平成 2■年度には、全血採
舟鰐

よるo万 リットル及び成

分採血によるQ万 リットル (血漿採血Q万 リットル及び血

小板採血Q万 リットル)の計Ω万リットルの血液を献血によ

り確保する必要がある。

前文

。 本 計画は、安全な血液製斉Jの安定供給の確保等に関する法

律 (昭和 31年 法律第 160号 )第 10条 第 1項の規定に基

づき定める平成 23年 度の献血の推進に関する計画であり、

血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための

基本的な方針 (平成 20年 厚生労働省告示第 326号 )に 基

づくものである。

第 1節  平 成 23年 度に献血により確保すべき血液の目標量

。 平 成 23年 度に必要と見込まれる輸血用血液製剤の量は、

全血製剤 0.02万 リットル、赤血球製剤 54万 リットル、

血 漿 製剤 27万 リットル、血小板製剤 17万 リットルであ

り、 それぞれ0. 02万 リットル、 54万 リットル、 27万

リットル、 17万 リットルが製造される見込みである。
。 さ らに、確保されるべき原料血 漿 の量の目標を勘案する

と、平成 23年 度には、全血採血によ
亀A45万

リットル及

び成分採血による62万 リットル (血漿 採血 27万 リット

ル及び血小板採血 35万 リットル)の計 207万 リットルの

血液を献血により確保する必要がある.

第 2節  前 節の目標量 を確保するために必要な措置に関す る事 1第 2節  前 節の目標量 を確保するために必要な措置に関する事

項                       l   項

前年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、平成 2

■年度の献血推進計画における具体的な措置を以下のよう

に定める。

1 献 血に関する普及啓発活動の実施
。 国 は、都道府県、市町村 (特別区を含む。以下同じ。)、

採血事業者等の関係者の協力を得て、献血により得 られた

血液を原料 とした血液製剤の安定供給を確保 し、その国内

自給を推進するとともに、広く国民に対 し、治療に必要な

血液製剤の確保が相互扶助 と博愛精神による自発的な献

血によつて支えられていることや、血液製剤の適正使用が

求められていること等を含め、献血や血液製剤について国

民に正確な情報を伝え、その理解 と献血への協力を求める

ため、教育及び啓発を行 う。
・ 都道府県及び市町村は、国、採血事業者等の関係者の協

力を得て、より多くの住民の献血への参加を促進するた

め、対象 となる年齢層や地域の実情に応 じた啓発及び献血

推進組織の育成等を行 うことにより、献血への関心を高め

ることが必要である。
・ 採 血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力

を得て、献血者の安全性に配慮するとともに、継続 して献

血に協力できる環境の整備を行 うことが重要である。この

ため、国、都道府県、市町村等の関係者と協力 して効果的

なキャンペーンを実施すること等により、献血や血液製剤

に関する一層の理解 と献血への協力を呼びかけることが

求められる。

前年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、平成 2

3年 度の献血推進計画における具体的な措置を以下のよう

に定める。

献血に関する普及啓発活動の実施
・ 国は、都道府県、市町村 (特別区を含む。以下同じ。)、

採血事業者等の関係者の協力を得て、献血により得られた

血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保 し、その国内

自給を推進するとともに、広 く国民に対 し、治療に必要な

血液製剤の確保が相互扶助 と博愛精神による自発的な献

血によつて支えられていることや、血液製剤の適正使用が

求められていること等を含め、献血や血液製剤にういて国

民に正確な情報を伝え、その理解 と献血への協力を求める

ため、教育及び啓発を行 う。
・ 都 道府県及び市町村は、国、採血事業者等の関係者の協

力を得て、より多くの住民の献血への参加を促進するた

め、対象となる年齢層や地域の実情に応 じた啓発及び献血

推進組織の育成等を行 うことにより、献血への関心を高め

ることが必要である。
・ 採 血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力

を得て、献血者の安全性に配慮するとともに、継続 して献

血に協力できる環境の整備を行 うことが重要である。この

ため、国、都道府県、市町村等の関係者 と協力して効果的

なキャンペーンを実施すること等により、献血や血液製剤

に関する一層の理解 と献血への協力を呼びかけることが

求められる。



。 国 、都道府県、市町村、採血事業者及び医療関係者は、

国民に対し、病気や怪我のために輸血を受けた患者や、そ

の家族の声を伝えること等により、血液製剤がこれを必要

とする患者への医療に欠くことのできない有限で貴重な

ものであることを含め、献血の正しい知識や必要性、血液

製剤についての普及F~3発を実施 し、又はこれに協力するこ

とが必要である。また、少子高齢社会の進行による血液製

剤を必要とする患者の増加や献血可能人口の減少、血液製

剤の利用実態等について正確な情報を伝え、献血者等の意

見を踏まえつつ、これらの情報提供や普及啓発の手法等の

改善に努めることが必要である。さらに、血液製剤の安全

性の確保のための取組の一環として、感染症の検査を目的

とした献血を行わないよう、献血における本人確認や問診

の徹底はもとより、平素から様々な広報手段を用いて、国

民に周知徹底する必要がある。

国、都道府県、市町村及び採血事業者は、平成 22年 1

月 27日 に実施された英国滞在歴による献血制限の見直

し及び平成 23年 4月 1日 に施行 された採血基準の改正

について、国民に対して十分に広報を行い、献血への協力

を求める必要がある。

これらを踏まえ、以下に掲げる献血推進のための施策を

実施する。

① 効 果的な普及啓発、献血者募集等の推進

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本 と

しつつ、将来にわたつて安定的に供給される体制を維持す

るため、幼少期も含めた若年層、企業 ・団体、複数回献血

者に対して、普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や

重点的な献血者募集を実施 し、以下の取組を行 う。

。 国 、都道府県、市町村、採血事業者及び医療関係者は、

国民に対し、病気や怪我のために輸血を受けた患者や、そ

の家族の声を伝えること等により、血液製剤がこれを必要

とする患者への医療に欠 くことのできない有限で貴重な

ものであることを含め、献血や血液製斉Jについての普及啓

発を実施 し、又はこれに協力することが必要である。また、

少子高齢化の進行による血液製剤を必要 とする患者の増

カロや献血可能人口の減少、血液製剤の利用実態等について

正確な情報を伝え、献血者等の意見を踏まえつつ、これら

の情報提供や普及啓発の手法等の改善に努めることが必

要である。さらに、血液製剤の安全性の確保のための取組

の一環として、感染症の検査を目的とした献血を行わない

よう、献血における本人確認や問診の徹底はもとより、平

素から様々な広報手段を用いて、国民に周知徹底する必要

がある。
・ 国 、都道府県、市町村及び採血事業者は、平成 22年 1

月 27日 に実施 された英国滞在歴による献血制限の見直

し及び平成 23年 4月 1日 に施行 される採血基準の改正

について、国民に対 して十分に広報を行い、献血への協力

を求める必要がある。
。 こ れらを踏まえ、以下に掲げる献血推進めための施策を

実施する。

① 効 果的な普及啓発、献血者募集等の推進

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本と

しつつ、将来にわたつて安定的に供給される体制を維持す

るため、幼少期も含めた若年層、企業 ・団体、複数回献血

者に対して、普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や

重点的な献血者募集を実施し、以下の取組を行う。

く若年層を対象とした対策>

・ 自、都道府県、市町村及び採血事業者は、献血推進活

動を行 うボランティア組織等の協力を得るとともに、機

能的な連携を図ることにより、若年層の献血や血液製剤

に関する理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取

り組む。また、若年層への啓発には、若年層向けの雑誌、

放送媒体、インターネット等を含む様々な広報手段を用

いて気軽に日に触れる機会を増やすとともに、献血の行

動へと繋げるため、学生献血推進ボランティア等の同世

代からの働きかけや、献血についての広告に国が作成 し

た献血推進キャラクターを活用する等、塞… 取

組が必要である。特に 10代 層への啓発には、採血基準

の改正により、男性に限り400ミ リリットル全血採血

が 17歳 から可能となったこと等について情報を伝え、

献血者の協力を得る。さらに、子が幼少期にある親子に

対し、血液の大切さや助け合いの心について、親子向け

の雑誌等の広報手段や血液センター等を活用 して啓発

を行 うとともに、親から子へ献血や血液製剤の意義を伝

えることが重要であることから、地域の特性に応 じて採

血所に託児体制を確保する等、親子が献血に触れ合 う機

会を設ける。
。 国 は、高校生を対象とした献血や血液製剤について解

説 した教材や中学生を対象とした血液への理解を促す

ポスターを作成 し、都道府県、市町村及び採血事業者 と

協力して、これらの教材等を活用 しながら、献血や血液

製剤に関する理解を深めるための普及啓発を行 う。

・ 都道府県及び市町村は、地域の実情に応 じて、若年層

の献血への関心を高めるため、学校等において、ボラン

く若年層を対象とした対策>
。 国 、都道府県、市町村及び採血事業者は、献血推進活

動を行 うボランティア組織等の協力を得るとともに、機

能的な連携を図ることにより、若年層の献血や血液製剤

に関する理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取

り組む。また、若年層への啓発には、若年層向けの雑誌、

放送媒体、インターネット等を含む様々な広報手段を用

いて、同世代からの働きかけや、献血についての広告に

国が作成 した献血推進キャラクターを活用する等、効果

的な取組が必要である。特に 10代 層への啓発には、採

血基準の改正により、男性に限り400ミ リリットル全

血採血が 17歳 から可能 となること等について情報を

伝え、献血者の協力を得る。さらに、子が幼少期にある

親子に対 し、血液の大切さや助け合いの心について、親

子向けの雑誌等の広報手段や血液センター等を活用し

て啓発を行 うとともに、親から子へ献血や血液製剤の意

義を伝えることが重要であることから、地域の特性に応

じて採血所に託児体制を確保する等、親子が献血に触れ

合 う機会を設ける。

・ 国 は、高校生を対象 とした献血や血液製剤について解

説 した教材や中学生を対象とした血液への理解を促す

ポスターを作成 し、都道府県、市町村及び採血事業者と

協力して、これ らの教材等を活用 しながら、献血や血液

製剤に関する理解を深めるための普及啓発を行 う。
・ 都道府県及び市町村は、地域の実情に応 じて、若年層

の献血への関心を高めるため、学校等において、ボラン



ティア活動推進の観点を踏まえつつ献血や血液製剤に
ついての情報提供を行 うとともに、献血推進活動を行 う
ボランティア組織との有機的な連携を確保する。

・ 採 血事業者は、その人材や施設を活用 し、若年層へ献

血の意義や血液製剤について分かりやすく説明する「献

血セミナー」や血液センター等での体験学習を積極的に

行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図る。その

推進に当たつては、国と連携するとともに、都道府県、

市町村及び献血推進活動を行 うボランティア組織等の

協力を得る。
・ 採 血事業者は、国及び都道府県の協力を得て、学生献

血推進ボランティアとの更なる連携を図り、大学等にお

ける献血の推進を促すとともに、将来、医療従事者にな

ろうとする者に対 して、多くの国民の献血によつて医療

が支えられている事実や血液製剤の適正使用の重要性
への理解を深めてもらうための取組を行 う。

<50～ 60歳 代を対象とした対策>
。 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、年齢別人口に占める献血者の率が低い傾向にある5

0～ 60歳 代の層に対 し、血液製剤の利用実態や献血可

能年齢等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点か

らの啓発を行い、献血者の増加を図る。また、血小板成

分採血について、採血基準の改正により、男性に限り6

9歳 まで (65歳 から69歳 までの者については、60

歳から64歳 までの間に献血の経験がある者に限る。)

可能となつたことについて情報を伝え、献血者の確保を

図る。

ティア活動推進の観点を踏まえつつ献血や血液製剤に

ついての情報提供を行 うとともに、献血推進活動を行 う

ボランティア組織との有機的な連携を確保する。
・ 採血事業者は、その人材や施設を活用し、若年層へ献

血の意義や血液製剤について分かりやすく説明する「献

血セミナー」や血液センター等での体験学習を積極的に

行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図る。その

推進に当たっては、国と連携するとともに、都道府県、

市町村及び献血推進活動を行 うボランティア組織等の

協力を得る。
・ 採 血事業者は、国及び都道府県の協力を得て、学生献

血ボランティアとの更なる連携を図り、大学等における

献血の推進を促すとともに、将来、医療従事者になろう

とする者に対 して、多くの国民の献血によつて医療が支

えられている事実や血液製剤の適正使用の重要性への

理解を深めてもらうための取組を行 う。

<50～ 60歳 代を対象とした対策>
。 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、年齢別人口に占める献血者の率が低い傾向にある5

0～ 60歳 代の層に対 し、血液製剤の利用実態や献血可

能年齢等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点か

らの啓発を行い、献血者の増加を図る。また、血小板成

分採血について、採血基準の改正により、男性に限り6

9歳 まで (65歳 から69歳 までの者については、60

歳から64歳 までの間に献血の経験がある者に限る。)

可能となることについて情報を伝え、献血者の確保を図

る。

<企 業等における献血の推進対策>
。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得
て、献血に協賛する企業や団体を募 り、その社会貢献活

動の一つとして、企業等における献血の推進を促す。ま

た、血液センター等における献血推進活動の展開に際

し、地域の実情に即 した方法で企業等との連携強化を図

り、企業等における献血の推進を図るための呼びかけを

行 う。

<複 数回献血者対策>
。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、複数回献血者の協力が十分に得られるよう、平素か

ら血液センターに登録された献血者に対 し、機動的かつ

効率的に呼びかけを行 う体制を構築する。また、献血に

継続的に協力が得 られている複数回献血者の組織化及

びサービスの向上を図 り、その増加に取 り組むととも

に、献血の普及啓発活動に協力が得 られるよう取 り組

嗜コP。

<献 血推進キャンペーン等の実施 >
。 国 は、献血量を確保 しやすくするとともに、感染症等

のリスクを低減 させる等の利点がある400ミ リリッ

トル全血採血及び成分採血の推進及び普及のため、都道

府県及び採血事業者 とともに、7月 に 「愛の血液助け合
い運動」を、 1月及び 2月 に 「はたちの献血」キャンペ
ーンを実施するほか、血液の供給状況に応 じて献血推進

キャンペーン活動を緊急的に実施する。また、様々な広

報手段を用いて献血や血液製剤に関する理解 と献血ヘ

<企 業等における献血の推進対策>
。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、献血に協賛する企業や団体を募 り、その社会貢献活

動の一つとして、企業等における献血の推進を促す。ま

た、血液センター等における献血推進活動の展開に際

し、地域の実情に即した方法で企業等との連携強化を図

り、企業等における献血の推進を図るための呼びかけを

4テう。

<複 数回献血者対策>
・ 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、複数回献血者の協力が十分に得られるよう、平素か

ら血液センターに登録された献血者に対 し、機動的かつ

効率的に呼びかけを行 う体制を構築する。また、献血に

継続的に協力が得 られている複数回献血者の組織化及

びサービスの向上を図 り、その増加に取 り組むととも

に、献血の普及啓発活動に協力が得 られるよう取 り組

1lP。

<献 血推進キャンペーン等の実施>
。 国 は、献血量を確保しやすくするとともに、感染症等
のリスクを低減させる等の利点がある400ミ リリッ
トル全血採血及び成分採血の推進及び普及のため、都道

府県及び採血事業者とともに、7月に 「愛の血液助け合
い運動」を、1月及び2月 に 「はたちの献血」キャンペ
―ンを実施するほか、血液の供給状況に応 じて献血推進

キャンペーン活動を緊急的に実施する。また、様々な広

報手段を用いて献血や血液製剤に関する理解 と献血ヘ



の協力を呼びかけるとともに、献血場所を確保するた

め、関係者に必要な協力を求める。
・ 都 道府県、市町村及び採血事業者においても、これら

の献血推進活動を実施することが重要である。また、市

町村においては、地域における催物の機会等を活用する

等、積極的に取り組むことが望ましい。

② 献 血運動推進全国大会の開催等
。 国 は、都道府県及び採血事業者とともに、献血によ

り得られた血液を原料とした血液製剤の国内自給を

推進し、広く国民に献血や血液製剤に関する理解と献

血への協力を求めるため、7月に献血運動推進全国大

会を開催するとともに、その広報に努める。また、国

及び都道府県は、献血運動の推進に関し積極的に協力
し、模範となる実績を示した団体又は個人に対し表彰

を行う。

③ 献 血推進運動中央連絡協議会の開催
。 国 は、都道府県、市町村、採血事業者、献血推進活

動を行うボランティア組織、患者団体等の代表者の参

加を得て、効果的な献血推進のための方策や献血を推

進する上での課題等について協議を行うため、献血推

進運動中央連絡協議会を開催する。

④ 献 血推進協議会の活用
・ 都 道府県は、献血や血液製剤に関する住民の理解と

献血への協力を求め、血液事業の適正な運営を確保す

るため、採血事業者、医療関係者、商工会議所、教育

機関、報道機関等から幅広く参カロ者を募つて、献血推

進協議会を設置し、定期的に開催することが求められ

の協力を呼びかけるとともに、献血場所を確保するた

め、関係者に必要な協力を求める。
・ 都 道府県、市町村及び採血事業者においても、これ ら

の献血推進活動を実施することが重要である。また、市

町村においては、地域における催物の機会等を活用する

等、積極的に取 り組むことが望ましい。

② 献 血運動推進全国大会の開催等
。 国 は、都道府県及び採血事業者とともに、献血によ

り得 られた血液を原料 とした血液製剤の国内自給を

推進 し、広く国民に献血や血液製剤に関する理解と献

血への協力を求めるため、7月 に献血運動推進全国大

会を開催するとともに、その広報に努める。また、国

及び都道府県は、献血運動の推進に関し積極的に協力

し、模範となる実績を示した団体又は個人に対 し表彰

を行 う。

③ 献 血推進運動中央連絡協議会の開催
。 国 は、都道府県、市町村、採血事業者、献血推進活

動を行 うボランティア組織、患者団体等の代表者の参

加を得て、効果的な献血推進のための方策や献血を推

進する上での課題等について協議を行 うため、献血推

進運動中央連絡協議会を開催する。

④ 献 血推進協議会の活用
・ 都 道府県は、献血や血液製剤に関する住民の理解と

献血への協力を求め、血液事業の適正な運営を確保す

るため、採血事業者、医療関係者、商工会議所、教育

機関、報道機関等から幅広く参加者を募つて、献血推

進協議会を設置し、定期的に開催することが求められ

る。市町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。
・ 都 道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用 し、

採血事業者及び血液事業に関わる民間組織等 と連携

して、都道府県献血推進計画の策定のほか、献血や血

液製剤に関する教育及び啓発を検討するとともに、民

間の献血推進組織の育成等を行 うことが望ましい。

⑤ そ の他関係者による取組
・ 官 公庁、企業、医療関係団体等は、その構成員に対

し、ボランティア活動である献血に対 し積極的に協力

を呼びかけるとともに、献血のための休暇取得を容易

にするよう配慮するなど、進んで献血しやすい環境作

りを推進することが望ましい。

献血者が安心して献血できる環境の整備
・ 採 血事業者は、献血の受入れに当たつては献血者に不快

の念を与えないよう、丁寧な処遇をすることに特に留意

し、献血者の要望を把握するとともに、採血後の休憩スペ

ースを十分に確保する等、献血受入体制の改善に努める。

また、献血者の個人情報を保護するとともに、国の適切な

関与の下で献血による健康被害に対する補償のための措

置を実施する等、献血者が安心して献血できる環境整備を

行 う。
・ 採 血事業者は、特に初回献血者が抱いている不安等を払

拭するため、採血の手順や採血後の過ごし方等について、

映像や リーフレット等を活用した事前説明を十分に行い、

献血者の安全確保を図る。
・ 採 血事業者は、採血所における地域の特性に合わせたイ

る。市町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。
・ 都道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用し、

採血事業者及び血液事業に関わる民間組織等 と連携

して、都道府県献血推進計画の策定のほか、献血や血

液製剤に関する教育及び啓発を検討するとともに、民

間の献血推進組織の育成等を行 うことが望ましい。

⑤ そ の他関係者による取組
・ 官 公庁、企業、医療関係団体等は、その構成員に対

し、ボランティア活動である献血に対 し積極的に協力

を呼びかけるとともに、献血のための休暇取得を容易

にするよう配慮するなど、進んで献血 しやすい環境作

りを推進することが望ましい。

献血者が安心して献血できる環境の整備
・ 採 血事業者は、献血の受入れに当たっては献血者に不快

の念を与えないよう、丁寧な処遇をすることに特に留意

し、献血者の要望を把握するとともに、採血後の休憩スペ

ースを十分に確保する等、献血受入体制の改善に努める。

また、献血者の個人情報を保護するとともに、国の適切な

関与の下で献血による健康被害に対する補償のための措

置を実施する等、献血者が安心 して献血できる環境整備を

行 う。
・ 採 血事業者は、特に初回献血者が抱いている不安等を払

拭するため、採血の手順や採血後の過ごし方等について、

映像や リーフレット等を活用 した事前説明を十分に行い、

献血者の安全確保を図る。
・ 採 血事業者は、採血所における地域の特性に合わせたイ



メージ作 りや移動採血車の外観の見直し等、なお一層のイ

メージアップを図り、献血者の増加を図る。
・国及び都道府県は、採血事業者によるこれ らの取組を支援

することが重要である。

第 3節  そ の他献血の推進に関する重要事項

1 献 血の推進に際 し、考慮すべき事項

①・ 血液検査による健康管理サービスの充実
・ 採 血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採

血に際 して献血者の健康管理に資する検査を行い、献血

者の希望を確認 して、その結果を通知する。また、低色

素により献血ができなかった献血申込者に対 して栄養

士による健康相談を実施 し、献血者の増加を図る。
・ 国 は、採血事業者によるこれらの取組を支援する。ま

た、献血者の健康管理に資する検査の充実は献血の推進

に有効であることから、本人の同意の上、検査結果を健

康診査、人間 ドック、職域検査等で活用するとともに、

地域における保健指導にも用いることができるよう、周

知又は必要な指導を行 う。
・ 都 道府県及び市町村は、これらの取組に協力する。

② 献 血者の利便性の向上
・ 採 血事業者は、安全性に配慮しつつ、効率的に採血を

行 うため、立地条件等を考慮した採血所の設置、地域の

実情に応 じた移動採血車による計画的採血等、献血者の

利便性及び安全で安心な献血に配慮 した献血受入体制

の整備及び充実を図る。
・ 都 道府県及び市町村は、採血事業者 と十分協議 して移

メージ作りや移動採血車の外観の見直し等、なお一層のイ

メージアップを図り、献血者の増加を図る。
。国及び都道府県は、採血事業者によるこれらの取組を支援

することが重要である。

第 3節  そ の他献血の推進に関する重要事項

1 献 血の推進に際 し、考慮すべき事項

①・ 血液検査による健康管理サービスの充実
。 採 血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採

血に際して献血者の健康管理に資する検査を行い、献血

者の希望を確認して、その結果を通知する。また、低色

素により献血ができなかった献血申込者に対して栄養

士による健康相談を実施し、献血者の増加を図る。
。 国は、採血事業者によるこれらの取組を支援する。ま

た、献血者の健康管理に資する検査の充実は献血の推進

に有効であることから、本人の同意の上、検査結果を健

康診査、人間 ドック、職域検査等で活用するとともに、

地域における保健指導にも用いることができるよう、周

知又は必要な指導を行う。
・ 都道府県及び市町村は、これらの取組に協力する。

② 献 血者の利便性の向上
・ 採 血事業者は、安全性に配慮しつつ、効率的に採血を

行うため、立地条件等を考慮した採血所の設置、地域の

実情に応じた移動採血車による計画的採血等、献血者の

利便性及び安全で安心な献血に配慮した献血受入体制

の整備及び充実を図る。
・ 都 道府県及び市町村は、採血事業者と十分協議して移

動採血車による採血等の日程を設定し、そのための公共 1    動 採血車による採血等の日程を設定し、そのための公共

施設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力するこ 1    施 設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力するこ

とが重要である。また、採血事業者ととt,に献血実施の l    と が重要である。

日時や場所等について、国民に対して献血への協力が得

られるよう、 「‐分な広報を行うZ、要がある。

③ 血液製剤の安全性を向上するための対策の推進    l  ③  血液製剤の安全性を向上するための対策の推進
・ 国は、 「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に |   。 国は、 「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に

基づき、採血事業者と連携 し、献血者に対する健康管理 1    基 づき、採血事業者 と連携 し、献血者に対する健康管理

サービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者の l    サ
ービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者の

本人確認の徹底等の検査目的の献血の防止のための措 1    本 人確認の徹底等の検査 目的の献血の防止のための措

置を講ずる等、善意の献血者の協力を得て、血液製剤の 1    置 を講ずる等、善意の献血者の協力を得て、血液製剤の

安全性を向上するための対策を推進する。       1    安 全性を向上するための対策を推進する。

④ 採 血基準の在り方の検討              l  ④  採血基準の在り方の検討
国は、献血者の健康保護を第一に考慮 しつつ、献血の |   。 国は、献血者の健康保護を第一に考慮しつつ、献血の

推進及び血液の有効利用の観点から、採血基準の見直 し1    推 進及び血液の有効利用の観点から、採血基準の見直し

の検討を行 う。                  |    の 検討を行 う。

⑤ まれな血液型の血液の確保             l  ⑤  まれな血液型の血液の確保
採血事業者は、まれな血液型を持つ患者に対する血液 |   ・  採 血事業者は、まれな血液型を持つ患者に対する血液

製剤の供給を確保するため、まれな血液型を持つ者に対 1    製 剤の供給を確保するため、まれな血液型を持つ者に対

し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。      |    し 、その意向を踏まえ、登録を依頼する。
。 国 は、まれな血液型の血液の供給状況について調査す I   。  国 は、まれな血液型の血液の供給状況について調査す

る。                           l     る 。

⑥ 200ミ リリットル全血採血の在り方について    l  ⑥  200ミ リリットル全血採血の在り方の検討
・ 日、都道府県、市町村および採血事業者は、医療機関 |   ・ 国は、200ミ リリットル全血採血の在 り方について、

な主の量里ニユ重型査堕塑曇墾二豊鐘型産幽 亘エー1    医 療機関における使用実態等を踏まえ、検討を行う。
強血と上進する Lでは、400型 上立 トル全血採血を

・ しか しながら、今後の献血推進 とい う観点か らは



年層の献血推進が非常に重要であることかわ、400ミ

リリットル全血採血ができない若年層に対 しては、学校

と連携 して 「献血セミナーJを 実施する等、献血の知識

について啓獅 Iる取組を地 的に行 う二また、200ミ

リリットル全血採血については、将来の献血基盤 となる

若年層の初Ln」献血を中′いに推進するものとする。

血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応

国、都道府県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水

準を常時把握し、在庫が不足する場合又は不足が予測され

る場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案 し、国

及び採血事業者が策定した対応マニュアルに基づき、早急

に所要の対策を講ずることが重要である。

災害時等における献血の確保等

国、都道府県及び市町村は、災害時等において献血が

確保 されるよう、採血事業者 と連携して必要とされる献

血量を把握した上で、様々な広報手段を用いて、需要に

見合つた広域的な献血の確保を行 うとともに、製造販売

業者等の関係者と連携し、献血により得 られた血液が円

滑に現場に供給されるよう措置を講ずることが必要であ

る。また、採血事業者は、災害時における献血受入体制

を構築し、広域的な需給調整等の手順を定め、国、都道

府県及び市町村と連携 して対応できるよう備えることに

より、災害時における献血の受入れに協力する。

今般の東日本大震災により、東北地方の一部の地域 (宮

城県、福島県、岩手県)で 献血受入ができない環境 とな

ったが、全国の被 災 していない地域 において

2 血 液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応
。 国 、都道府県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水

準を常時把握し、在庫が不足する場合又は不足が予測され

る場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案 し、国

及び採血事業者が策定した対応マニュアルに基づき、早急

に所要の対策を講ずることが重要である。

3 災 害時等における献血の確保等
。 国 、都道府県及び市町村は、災害時等において献血が

確保 されるよう、採血事業者 と連携 して必要とされる献

血量を把握 した上で、様々な広報手段を用いて、需要に

見合った広域的な献血の確保を行 うとともに、製造販売

業者等の関係者 と連携 し、献血により得られた血液が円

滑に現場に供給されるよう措置を講ずることが必要であ

る。また、採血事業者は、災害時における献血受入体制

を構築 し、広域的な需給調整等の手llFを定め、国、都道

府県及び市町村と連携 して対応できるよう備えることに

より、災害時における献血の受入れに協力する。

需要分を力「えた献血血液を確保 し、医療機関のニーズに

保に支障をきたさないよう、全国的に継続的な献血推進

を図っていくことが重要である。
。 さ らに、東 日本大震災の際には、停電や ‐般電話回線

(携帯回線を含な)の 幅較により通信手段の確保に困難

が生 じ、また、震災による精油所の被災や燃料の流通に

も支障が生じたことにより、移動採血車等の燃料の確保

が困難であつた二とから、国、都道府県、市町村及び採

血事業者|ま、災害時等に備えた複数の通信手段の確保や

燃料の確保が的確に行われるよう対策を講ずる必要があ

生 _

献血推進施策の進 捗 状況等に関する確認と評価

。 国 、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短

期的又は長期的な効果及び進 捗 状況並びに採血事業者に

よる献血の受入れの実績を確認 し、その評価を次年度の献

血推進計画等の作成に当たり参考とする。また、必要に応

じ、献血推進のための施策を見直すことが必要である。

。 国 は、献血推進運動中央連絡協議会等の機会を活用 し、

献血の推進及び受入れに関し関係者の協力を求める必要

性について献血推進活動を行 うボランティア組織 と認識

を共有 し、必要な措置を講ずる。
・ 採 血事業者は、献血の受入れに関する実績、体制等の評

価を行い、献血の推進に活用する。

献血推進施策の進 捗 状況等に関する確認と評価

。 国 、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短

期的又は長期的な効果及び進 捗 状況並びに採血事業者に

よる献血の受入れの実績を確認 し、その評価を次年度の献

血推進計画等の作成に当たり参考とする。また、必要に応

じ、献血推進のための施策を見直すことが必要である。

・ 国 は、献血推進運動中央連絡協議会等の機会を活用 し、

献血の推進及び受入れに関 し関係者の協力を求める必要

性について献血推進活動を行 うボランティア組織 と認識

を共有 し、必要な措置を講ずる。
・ 採 血事業者は、献血の受入れに関する実績、体制等の評

価を行い、献血の推進に活用する。



資料7
けんけつちゃん販売の権利関係について

国が販売 第二者が販売

知的財産

権利保有について
権和lを国に譲渡する場
合、約2～3千万円と主]E
(電通)

電通が権利保有したままでも販売は可能
※但し、キャラクターのクオリティ管理のため、デザイ
ン制作の受注が条件(電通)

実施料について 不要

キヤラクター実施料・ロイヤリティについて発生する
可能性がある
※但し、国が指定した第二者の場合においては、実
施料・ロイヤリティは発生しない

財政法関係

財政法第13条 に基づく特
別会計(国の特定の収入
と支出を経理する)を設置
する必要があるが限定
的。
(真に国として行う必要が
ふス=菫 のみヽ

販売可能性 O

すん リット・デメリット

販売した場合 販売しない場合

献血推進上のメリット

ォ
ヤラクターを目にする機会が増え、認知度があがる可青L性力くあ

ぜ聾農霊徹男稚 憲跡舞勁蹴
できれ坊が購入す薇

♂
り上げがでれば、献血推進の活動費に充てることも考えられ

・キヤラクター誕生以降、地道に認知度をあげてい
る(広報業界では成功例と言われている)ため、販
売による問題などのリスクを心配することなく、こ
れまでどおりの広報が可能。

献血推進上のデメリット

濡 響 衆F金
銭を伴う販売を行つた場合に国民の理解を得ら

塁允tF無償
の愛を裏切ることになり晰 揚:磐ηF

・露出が限定的(献血推進キャンペーン会場、
ルームなど)となる。

資金やその管理等

。収支管理等を適正に行う必要がある。

」曇勇課長身
どのあらゆる情報を国民に向け、しっかりと公開する
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平成 23年 度の献血の推進に関する計画

前文

・ 本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 (昭和 31年 法律第 16

0号 )第 10条 第 1項 の規定に基づき定める平成 23年 度の献血の推進に関する計画で

あり、血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針 (平成 2

0年 厚生労働省告示第 326号 )に 基づくものである。

第 1節  平 成 23年 度に献血により確保すべき血液の目標量

・
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ルであり、それぞれ 0.02万 リットル、54万 リットル、27万 リットル、17万 リ

ットルが製造される見込みである。              _
。 さ らに、確保 されるべき原料血 漿 の量の目標を勘案すると、平成 23年 度には、全
血採血による 145万 リットル及び成分採血による62万 リットル (血漿 採血 27万

リッ トル及び血小板採血 35万 リットル)の計207万 リットルの血液を献血により確
保する必要がある。

第 2節  前 節の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

前年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、平成 23年 度の献血推進計画にお

ける具体的な措置を以下のように定める。

1 献 血に関する普及啓発活動の実施
。 国 は、都道府県、市町村 (特別区を含む。以下同じ。)、 採血事業者等の関係者の

協力を得て、献血により得られた血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保 し、そ
の国内自給を推進するとともに、広く国民に対し、治療に必要な血液製剤の確保が相

互扶助 と博愛精神による自発的な献血によって支えられていることや、血液製剤の適

正使用が求められていること等を含め、献血や血液製剤について国民に正確な情報を

伝え、その理解と献血への協力を求めるため、教育及び啓発を行 う。
・ 都 道府県及び市町村は、国、採血事業者等の関係者の協力を得て、より多くの住民
の献血への参加を促進するため、対象 となる年齢層や地域の実情に応 じた啓発、献血

推進組織の育成等を行 うことにより、献血への関心を高めることが必要である。
・ 採血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力を得て、献血者の安全性に

配慮するとともに、継続 して献血に協力できる環境の整備を行 うことが重要である。

このため、国、都道府県、市町村等の関係者 と協力して効果的なキャンペーンを実施

すること等により、献血や血液製剤に関する一層の理解 と献血への協力を呼びかける

ことが求められる。
。 国 、都道府県、市町村、採血事業者及び医療関係者は、国民に対 し、病気や怪我の

ために輸血を受けた患者や、その家族の声を伝えること等により、血液製剤がこれを

必要とする患者へ
?医 療に欠くことのできない有限で貴重なものであることを含め、

献血や血液製剤についての普及啓発を実施 し、又はこれに協力することが必要である。

また、少子高齢化の進行による血液製剤を必要とする患者の増加や献血可能人口の減

少、血液製剤の利用実態等について正確な情報を伝え、献血者等の意見を踏まえつつ、

これらの情報提供や普及啓発の手法等の改善に努めることが必要である。さらに、血

液製斉Jの安全性の確保のための取組の一環として、感染症の検査を目的とした献血を

行わないよう、献血における本人確認や問診の徹底はもとより、平素から様々な広報

手段を用いて、国民に周知徹底する必要がある。
・ 国、都道府県、市町村及び採血事業者は、平成 22年 1月 27日 に実施された英国

滞在歴による献血制限の見直 し及び平成 23年 4月 1日 に施行される採血基準の改

正について、国民に対 して十分に広報を行い、献血への協力を求める必要がある。
。 こ れ らを踏まえ、以下に掲げる献血推進のための施策を実施する。

① 効 果的な普及啓発、献血者募集等の推進

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたって安
定的に供給される体制を維持するため、幼少期も含あた若年層、企業・団体、複数回
献血者に対して、普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や重点的な献血者募集を

実施 し、以下の取組を行 う。

<若 年層を対象とした対策>

。 国 、都道府県、市町村及び採血事業者は、献血推進活動を行 うボランティア組

織等の協力を得るとともに、機能的な連携を図ることにより、若年層の献血や血

液製剤に関する理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取 り組む。また、若年

層,の 啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、インタ,ネ ット等を含む様々な

広報手段を用いて、同世代からの働きかけや、献血についての広告に国が作成 し

た献血推進キャラクターを活用する等、効果的な取組が必要である。特に 10代

層への啓発には、採血基準の改正により、男性に限り400ミ リリットル全血採

血が 17歳 から可能 となること等について情報を伝え、献血者の協力を得る。 さ

らに、子が幼少期にある親子に対 し、血液の大切さや助け合いの心について、親

子向けの雑誌等の広報手段や血液センター等を活用して啓発を行 うとともに、親

から子へ献血や血液製剤の意義を伝えることが重要であることから、地域の特性

に応 じて採血所に託児体制を確保する等、親子が献血に触れ合 う機会を設ける。
・ 国は、高校生を対象とした献血や血液製剤について解説 した教材や中学生を対

象 とした血液への理解を促すポスターを作成 し、都道府県、市町村及び採血事業

者 と協力して、これ らの教材等を活用 しながら、献血や血液製剤に関する理解を



深めるための普及啓発を行 う。
・ 都 道府県及び市町村は、地域の実情に応 じて、若年層の献血への関心を高める

ため、学校等において、ボランティア活動推進の観点を踏まえつつ献血や血液製

剤についての情報提供を行 うとともに、献血推進活動を行 うボランティア組織と

の有機的な連携を確保する。
・ 採 血事業者は、その人材や施設を活用 し、若年層へ献血の意義や血液製剤につ

いて分か りやすく説明する 「献血セ ミナー」や血液センター等での体験学習を積

極的に行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図る。その推進に当たっては、

国と連携するとともに、都道府県、市町村及び献血推進活動を行 うボランティア

組織等の協力を得る。
・ 採 血事業者は、国及び都道府県の協力を得て、学生献血ボランティアとの更なる

連携を図り、大学等における献血の推進を促すとともに、将来、医療従事者になろ

うとする者に対して、多くの国民の献血によって医療が支えられている事実や血液

製剤の適正使用の重要性への理解を深めてもらうための取組を行 う。

<50～ 60歳 代を対象とした対策>

。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、年齢別人口に占める献

血者の率が低い傾向にある50～ 60歳 代の層に対し、血液製剤の利用実態や献血

可能年齢等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発を行い、献血者

の増加を図る。また、血小板成分採血について、採血基準の改正により、男性に限

り69歳まで(65歳から69歳までの者については、60歳から64歳まであ間
に献血の経験がある者に限る。)可 能となることについて情報を伝え、献血者の確

保を図る。

<企 業等における献血の推進対策>

・ 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、献血に協賛する企業

や団体を募 り、その社会貢献活動の一つ として、企業等における献血の推進を促

す。また、血液センター等における献血推進活動の展開に際し、地域の実情に即

した方法で企業等 との連携強化を図 り、企業等における献血の推進を図るための

呼びかけを行う。

<複 数回献血者対策 >

国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、複数回献血者の協力が

十分に得 られるよう、平素から血液センターに登録された献血者に対 し、機動的か

つ効率的に呼びかけを行 う体制を構築する.ま た、献血に継続的に協力が得られて

いる複数回献血者の組織化及びサービスの向上を図り、その増加に取り組むととも

に、献血の普及啓発活動に協力が得られるよう取り組む。

<献 血推進キャンペーン等の実施>

。 国 は、献血量を確保 しやすくするとともに、感染症等のリスクを低減させる等

の利点がある400ミ リリッ トル全血採血並びに成分採血の推進及び普及のため、

都道府県及び採血事業者 とともに、 7月 に 「愛の血液助け合い運動」を、 1月 及

び 2月 に 「はたちの献血」キャンペーンを実施するほか、血液の供給状況に応 じ

て献血推進キャンペーン活動を緊急的に実施する。また、様々な広報手段を用い

て献血や血液製剤に関する理解 と献血への協力を呼びかけるとともに、献血場所

を確保するため、関係者に必要な協力を求める。
・ 都道府県、市町村及び採血事業者においても、これらの献血推進活動を実施する

ことが重要である。また、市町村においては、地域における催物の機会等を活用す

る等、積極的に取り組むことが望ましい。

② 献 血運動推進全国大会の開催等
。 国 は、都道府県及び採血事業者とともに、献血により得られた血液を原料とし

た血液製剤の国内自給を推進し、広く国民に献血や血液製斉Jに関する理解と献血

への協力を求めるため、7月に献血運動推進全国大会を開催するとともに、その

広報に努める。また、国及び都道府県は、献血運動の推進に関し積極的に協力し、

模範となる実績を示した団体又は個人に対し表彰を行う。

③ 献 血推進運動中央連絡協議会の開催
。 国は、都道府県、市町村、採血事業者、献血推進活動を行うボランティア組織、

患者団体等の代表者の参加を得て、効果的な献血推進のための方策や献血を推進

する上での課題等について協議を行うため、献血推進運動中央連絡協議会を開催

する。

④ 献 血推進協議会の活用
・ 都道府県は、献血や血液製剤に関する住民の理解と献血への協力を求め、血液

事業の適正な運営を確保するため、採血事業者、医療関係者、商工会議所、教育

機関、報道機関等から幅広く参加者を募って、献血推進協議会を設置し、定期的

に開催することが求められる。市町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。
。 都 道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用し、採血事業者及び血液事業に

関わる民間組織等と連携して、都道府県献血推進計画の策定のほか、献血や血液

製剤に関する教育及び啓発を検討するとともに、民間の献血推進組織の育成等を

行うことが望ましい。

⑤ そ の他関係者による取組
・ 官 公庁、企業、医療関係団体等は、その構成員に対し、ボランティア活動であ

る献血に対し積極的に協力を呼びかけるとともに、献血のための休暇取得を容易

にするよう配慮する等、進んで献血しやすい環境作りを推進することが望ましい。



2 献 血者が安心して献血できる環境の整備
・ 採血事業者は、献血の受入れに当たっては献血者に不快の念を与えないよう:丁 寧

な処遇をすることに特に留意 し、献血者の要望を把握するとともに、採血後の休憩ス

ペースを十分に確保する等、献血受入体制の改善に努める。また、献血者の個人情報

を保護するとともに、国の適切な関与の下で献血による健康被害に対する補償のため

の措置を実施する等、献血者が安心して献血できる環境整備を行 う。
・ 採 血事業者は、特に初回献血者が抱いている不安等を払拭するため、採血の手順や

採血後の過ごし方等について、映像や リーフレット等を活用 した事前説明を十分に行
い、献血者の安全確保を図る。

・ 採 血事業者は、採血所における地域の特性に合わせたイメージ作 りや移動採血車の

外観の見直 し等、なお一層のイメージアップを図り、献血者の増加を図る。
・ 国及び都道府県は、採血事業者によるこれらの取組を支援することが重要である。

第 3節  そ の他献血の推進に関する重要事項

1 献 血の推進に際し、考慮すべき事項

① 血 液検査による健康管理サービスの充実
・ 採血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採血に際して献血者の健康

管理に資する検査を行い、献血者の希望を確認 してその結果を通知する。また、

低色素により献血ができなかった献血申込者に対 して、栄養士による健康相談を

実施 し、献血者の増加を図る。
・ 国 は、採血事業者によるこれ らの取組を支援する。また、献血者の健康管理に

資する検査の充実は献血の推進に有効であることから、本人の同意の上、検査結

果を健康診査、人間 ドック、職域検査等で活用するとともに、地域における保健

指導にも用いることができるよう、周知又は必要な指導を行 う。
・ 都 道府県及び市町村は、これらの取組に協力する。

② 献 血者の利便性の向上
・ 採 血事業者は、安全性に配慮 しらっ、効率的に採血を行 うため、立地条件等を考

慮 した採血所の設置、地域の実情に応 じた移動採血車による計画的採血等、献血者
の利便性及び安全で安心な献血に配慮 し′た献血受入体制の整備及び充実を図る。

・ 都 道府県及び市町村は、採血事業者 と十分協議 して移動採血車による採血等の日

程を設定し、そのための公共施設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力する
ことが重要である。

③ 血 液製剤の安全性を向上するための対策の推進
。 国 は、 「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に基づき、採血事業者 と連携
し、献血者に対する健康管理サービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者
の本人確認の徹底等の検査目的の

鉢血の防止のための措置を講ずる等、善意の献血

者の協力を得て、血液製剤の安全性を向上するための対策を推進する。

④ 採 血基準の在り方の検討               ヽ
・ 国は、献血者の健康保護を第一に考慮 しつつ、献血の推進及び血液の有効利用の

観点から、採血基準の見直 しの検討を行 う。

⑤ ま れな血液型の血液の確保
・ 採 血事業者は、まれな血液型を持つ患者に対する血液製剤の供給を確保するた

め、まれな血液型を持つ者に対 し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。
・ 国 は、まれな血液型の血液の供給状況について調査する。

⑥ 200ミ リリットル全血採血の在 り方の検討
・ 国は、200ミ リリットル全血採血の在 り方について、医療機関における使用実

態等を踏まえ、検討を行 う。

2 血 液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応
。 国 、都道府県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水準を常時把握 し、在庫が不

足する場合又は不足が予測される場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案 し、

国及び採血事業者が策定した対応マニュアルに基づき、早急に所要の対策を講ずるこ

とが重要である。

3 災 害時等における献血の確保等
。  国 、都道府県及び市町村は、災害時等において献血が確保 されるよう、採血事業

者と連携 して必要とされる献血量を把握 した上で、様々な広報手段を用いて、需要

に見合った広域的な献血の確保を行 うとともに、製造販売業者等の関係者 と連携 し、

献血により得られた血液が円滑に現場に供給されるよう措置を講ずることが必要で

ある。また、採血事業者は、災害時における献血受入体制を構築 し、広域的な需給

調整等の手順を定め、国、都道府県及び市町村 と連携 して対応できるよう備えるこ

とにより、災害時における献血の受入れに協力する。

4 献 血推進施策の進捗状況等に関する確認と評価
。 国 、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短期的又は長期的な効果及び

進捗状況並びに採血事業者による献血の受入れの実績を確認 し、その評価を次年度の

献血推準計画等の作成に当たり参考とする。また、必要に応 じ、献血推進のための施

策を見直すことが必要である。

・ 国 は、献血推進運動中央連絡協議会等の機会を活用 し、献血の推進及び受入れに関

し関係者の協力を求める必要性について献血推進活動を行 うボランティア組織 と認

識を共有 し、必要な措置を講ずる。
・ 採血事業者は、献血の受入れに関する実績、体制等の評価を行い、献血の推進に活

用する。




